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林業経営情報源としての

森林調査のあり方について
にしざわまさひさ

西沢正久＊
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はじめに

事業計画に必要な

森林調査

*九州大学腿学部教授

わが国の森林調査の歴史は古いが，第2次世界大戦後導入された標本調査

法’空中写真および電算機などの新しい道具が調査法に大きな変革をもたらし

た。しかし戦後30数年間のその動向をみると，いまだに森林調査の体系づけ

ができていないように思われる。したがってこの機会に体系づけを試み，これ

が今後わが国における森林調査体系の再編成に少しでも役立てばと思い筆をと

った次第である。

林業経営情報源としての森林調査のあり方は経営者の意志決定水準と調査目

的および調査対象または調査単位によって異なる1)。ここでいう林業経営情報

とは事業計画に必要な情報，経営計画に必要な情報および国家としての林業政

策のために必要な情報を含むものとする。したがって森林調査は大別して事業

計画に必要な森林調査，経営計画に必要な森林調査および国家的な森林資源調

査の3つの型に分類できる。以下これらの調査法のあり方について考えてみよ

う。

この調査はある特定の比較的小面積の森林資源の情報を短期間に得るために

計画される。たとえば伐採を予定されている林分に対する収謹調査がこれにあ

たる。このような調査の主目的は利用材職であり，生長量の推定は不必要であ

る。この場合販売を予定されている林木の品と質の測定であり，伐採や市場の

条件の情報を得るとともに単木または全林木の価格の決定に対して基礎となる

データを得ることが主目的である。また対象林分に対してどのような作業法が

必要であるかを知りたい場合，たとえば間伐，施肥などに対して指針を与える

ための調査や，病虫害や風雪害などによる被害木の販売または収穫を目的とす

る調査もこの森林調査の型に属する。

一般に森林調査は最小可能な費用で最も正確に望む情報を提供するように計

画されなければならない。調査の正確度を増せば増すほど多くの測定を必要と

し，費用が多くかかるので，常に正確度と費用の両面を考慮して調査計画を立

てなければならない。調査単位が小面積であるときは全林毎木調査が可能であ

るが，それ以外は標本調査法を採用しなければならない。たとえば立木処分を

目的とする調査では全林木の利用材積の調査はおそらく費用の面から不可能に

近いであろう。したがって次のような標本調査計画が考えられよう。すなわち



全林木は胸高直径の測定を行なうが樹高は樹高曲線作成のための標本木測定を

行ない，さらに標準木法または標本木法により選ばれた林木の目測，精密な上

部直径測定器械（テレ・Iノラスコープやデンドロメーター）による上部直径測

定あるいは伐倒による利用材･積の測定をもとにして全林分の利用材積または利

用率を推定する方法である。また費用が少ない場合には全本数を知るため，ま

ず本数だけを数え,数本おきに胸高直径の測定を行ない,さらにその中から抽出

された標本木について樹高や利用材積の測定を行なう方法や利用材積の推定に

はプロット・ポイントまたはラインサンプリングによりカウントされた林木の

全部または標本木の利用材積の測定が考えられよう。米国ではデンドロメータ

ーによる利用材積測定木の選定には3P(ProbabilityPrOportionaltoPredic-

tion)サンプリングを用いている9》。これは直径測定を行ないながら材積や断

面積の予測値に比例した確率で利用材積測定木を選ぶ方法で，これに用いる乱

数表や測定資料から利用材積を計算するSTX(StandingTreeExecutive)

という専用プログラムが開発されているﾕ0)。我々はデンドロの測定値から現場

で直ちに測定位置の高さと皮付直径が計算できるYHP-67の小型電算機のプ

ログラムおよび丸太ごとの末口皮内直径と末口自乗法による丸太材積の計算プ

ログラムを開発7）して，ポイントおよびラインサンプリングと組み合わせた利

用材積の推定に使用している6)。

この型の森林調査は比較的大面積の調査単位である地域施業計画区や所有者

の全森林に対して森林資源の現状およびその時間的変化すなわち生長量や枯損

量を推定し，収謹保続のための許容伐採量を決定し，伐採や更新，保育を行な

う林分の位置などの情報を得るために計画される。具体的には計画区全体の樹

種構成，齢級分布，径級分布，蓄積，生長量および枯損量などの情報を得るこ

とであり，小班などの小面積林分の正確な情報を得るような調査ではない。こ

の調査から得られる情報は中期および長期計画に用いられ，一定の木材供給量

を確保するためにはどのくらいの収護量を得ることが可能であるか，許容伐採

量はどのような樹種や林分から得ることができるか，林相改良はどのような立

地で可能であるかなどの意志決定のために行なわれる調査である。したがって

森林資源の現在の量と変化量についての連続的な流れの情報を得るための調査

といえよう。

この型の調査は大面積であるため全林毎木調査は費用の面からほとんど不可

能であり，空中写真による層化と層内でとられた大標本での写真判読値とそれ

から抽出された小標本での地上調査測定値の関係を利用するダブルサンプリン

グが有効であろう。もちろん旧来の目測法，標準地法など考えられるが標本誤

差を評価できない欠点がある。我々が実行した九州大学粕屋演習林の経営計画

立案のための空中写真による層化と回帰によるダブルサンプリングユ2)の概略は

次のとおりである。まず赤外カラー写真上で既往の森林調査簿，林相図を参考

にして樹種，林齢により対象林分を層化し，各層から犬標本として多数の標本

点を抽出し，平均樹冠直径，平均樹高およびヘクタール当たり本数を推定し，

3
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さらに小標本を抽出してその点で地上調査を行なった。地上調査はラインサン

プリングを採用した。標本点で南北方向に幼齢林・広葉樹林は10m,中齢林

では15nl,壮老齢林では20mのラインを設定し3･ラインの両側で20mライ

ンの場合は断面積定数4,15mラインの場合は断面積定数2または4,10mラ

インの場合は2でカウントされる林木の胸高直径，樹高を測定した。さらにラ

インの片側でカウントされる林木の中心からラインまでの距離，樹冠直径およ

び生長錐により樹皮厚および5年間の直径生長量を測定した。ラインの両側で

のカウント木の測定資料から平均直径，平均樹高，ヘクタール当たり本数,､ヘ

クタール当たり断面積，ヘクタール当たり材積をYHP-67またはTI-59の

小型電算機に材積式を組み込み直径と樹高を現場でインプットすることによ

り，調査が終了した段階で上述の計算結果力§すべて得られるようにした。ライ

ンの両側でのこれらの値を平均した値を写真判読値と対応させた。すなわち判

読平均樹冠直径から断面積平均直径，判読樹高から地上の平均樹高および判読

本数からヘクタール当たり本数を推定する一次回帰式を作った。いずれの層に

おいても相関係数が0,8～0.9以上という高い直線関係が認められた。またラ

インの片側で測定した生長錐資料から5年前のヘクタール当たり材職を計算

し，現在材積から5年前の材積を推定する一次回帰式を作った。またラインの

両側の地上調査の資料を用いて層ごとに断面積平均直径から平均直径を，また

ヘクタール当たり断面糖と平均樹高の積である林分円筒体積からヘクタール当

たり材積を推定する一次回帰式も用意した。

これらの回帰式を用いて経営計画に必要な林分構造を次のようにして推定し

た。小班の属する屑の回帰式を用いて小斑の判読平均樹高から平均樹高判読

平均樹冠直径から断面積平均直径，判読ヘクタール当たり本数からヘクタール

当たり本数を推定し，これらから求められた林分円筒体積からヘクタール当た

り材積を推定した。平均直径は前に求められた断面積平均直径から推定した。

生長量についてはヘクタール当たり材積から5．年前のヘクタール当たり材積を

推定し，それを5で除して連年生長量とした。なお対象とする小班内に層が2

つ以上存在するときは点格子板を用いて各層の面積比を算出して，これを重み

として各層で推定した値を乗じ合計して対象小班の林分の値とした。地上で設

定されたラインの両端には恒久的な杭を地中に打ち込み固定ラインとし，次期

調査に再測して真の生長量を得るようにしてある。すなわち連続調査法(Con-

tinuousForestlnventory,略してCFI)を経営計画のための森林調査に

採用している。現在はヘクタール当たり本数および直径の変動係数を空中写真

から推定し，ワイブル分布8)を利用して直径階別本数を推定する方法を検討し

ているﾕﾕ》。

いずれにしても空中写真は地上調査の経費を節減するためには有効な道具で

あり，この型の調査および次に述べる国家的な森林資源調査には積極的に利用

すべきである。空中写真判読値と地上測定値の関係式はできるだけ判読した個

人ごとに作成したほうがよく，抽出された地上調査の場所に行くときには付近

の林況と判読した林況との間のチェックをたえず実行することが必要であり，



また1分期編入林分の調査精度は他の林分よりも高くすることが望ましい。前

述のようにわが国の森林調査の歴史は古く，森林調査簿や林相図がある程度整

備されているので，このような層化によるダブルサンプリングは経営計画のた

めの森林調査には有効な手段であろう。また生長モデルを用いた森林調査簿の

l動更新は米国のウエハウザー社で行なわれている2)。これに用いるデータは

固定プロットからとられ，データの集職が多くなればなるほどその精度は増す

ので，今後わが国でもこのような固定プロットのデータ集職と生長モデルの開

発研究を進めるべきであろう．

国家的な森林資源調査は全国または地理的，経済的または政策的な森林資源

惜報を必要とする地域に対して行なわれる大面積調査である。この調査の主目

的は森林資源の現在および変化の両方の情報を得ることであるから，一般に経

営計画に必要な森林調査の目的と類似しているが，両者の根本的な違いは経営

調査は森林所有者の意志決定に必要な情報を得るための調査であり，それに対

して国家的な森林調査は多くの森林所有者が属する全国または地域の林地に対

して行なわれるもので，普通国の林業政策，経済政策に必要な情報を得るため

に行なわれる調査であるということである。さらに経営調査は調査の時期が調

査単位によって異なり，それを合計したものは同時期の森林情報として取扱う

ことができず，また個々の林分の位置についての情報が必要であり，同一時期

の情報を収集し，個々の林分の位置は経営調査ほど重要でない国家的森林資源

調査と性格的に異なるものである。

国家的森林資源調査は米国，カナダ，欧州など世界各国でそれぞれ独自の調

査計画で実行されている。とくに北欧における歴史は古いが，ここでは米国に

おける森林調査体系について紹介しよう3)｡1928年米国議会でMcSweeny-

McNary森林法力:成立してから,1930年に国家的森林資源調査が始まった。

この法律は農林大臣が各州の林業に関係した官庁と林野庁とが協力し，林地の

現状と潜在的な林地生産力の調査を実行し，木材の需給などを予測する情報を

定期的に提供しなければならないということを指示している。第1回の国家的

森林資源の評価結果は1945年に印刷され,ついで1953,1963および1970年に

編集され，最新の報告は1973年に印刷された4)。これは1970年現在の木材資

源の現状分析,2020年までの予測を与えている。具体的な調査は全国7つの単

位に分け，所在の林業および牧野試験場が管轄区域の森林調査の実行ととりま

とめに対して責任をもっている。各地域に対して指定された標本誤差内で標本

数を決定し，地域によって8年または10年ごとに定期的に調査を行なってい

る。ほとんどが空中写真上にとられた系統的な格子点に対する判読による届の

削合の推定と，その中から抽出された標本点の地上調査とを組み合わせたダブ

ルサンプリングを採用している。当初は一定半径の円形プロットであったが，

現在は10個のポイントサンプリングの集落抽出を行なっている。最初はすべ

てのポイントを次の時期に再測する方法をとっていたが，現在では標本の一部

とりかえのサンプリングが検討され，再測される地上ポイントの数，新しい写

5
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真判読プロットの数および新しく設定されるポイントの数などについての研究

が進められている。これが前述のCFIであり，昔スイスで実行された照査法

の変形として世界各国がこの方法を採用しており，このデータを生長モデルの

研究にも使用している。このような国家的森林調査には電算機が必要欠くべか

らざる道具であり,FINSYS(ForestlnventorySystem)や前述のST

Xなどの専用プログラムが用意されているﾕo》。

米国ではさらに1974年の農林省林野庁資源計画法と1976年の内務省土地経

営局の機能法は森林と牧野の資源の定期的調査をともに要求している。しかし

森林資源ばかりでなく再生産可能な天然資源の調査すなわち多資源調査の必要

性が近年増してきており，総合調査法の検討が現在進められている6)。

森林調査法はその国の林業および林産業の開発進度とパラレルに発展してゆ

くものであるといわれている。林業先進国であるわが国では’調査目的に従っ

て事業のための森林調査，経営のための森林調査および国家的森林調査のいず

れについても調査単位，費用と労力によってそれぞれ最適な調査計画を立てる

べきである。現在我々は森林の公益的機能の評価をも含めて，再生産可能な天

然資源の総合調査を計画すべき時期にきており’新しい測樹器械’小型および

大型電算機，リモートセンシングなどの近代的な道具を駆使した森林調査体系

を早急に整えるべきであろう。とくに定期的な国家的森林資源調査の実行と，

CFIによる生長量，枯損量の情報集積による生長モデル開発の研究を推し進

めるべきであろう。＜完＞
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山脇三平

●第7回森林合同専i"j部会●

災材現場に

おける現地

検討会

天然資源の開発利用に
I

はじめに

1979年5月28日～6月4日の間，第7回森林合

同専門部会（いわゆるUJNR)が，日本で開催

された。アメリカ･オレゴン州で,1977年9月に

開催された第6回会議の合意に基づき，主題は，

前回と同じ「伐木および木材利用の新技術」で，

いっそうの相互理解をはかるとともに，技術情報

の交換が行なわれた。

本会議は，米国側メンバーの宿舎も兼ねた，東

京大手町の竹橋会館において,5月28，29日の両

日，後述のトピックを選んで，日米両国メンバー

による討議が行なわれた。現地検討会（エキスカ

ーション）は，群馬・長野両県下の機械化伐採事

業現場および愛知県下の木材コンビナートの，ト

ピックに密接に関係するものを対象に選んで，5

月30日～6月2日の4日間，現地協力者も加え

て，熱心な討議が行なわれた。最終会議は，6月

4日，筑波の新装成った国立林業試験場特別会議

病
、
、
、
、
、

-つ､､.､__---ジグ

／
'

L_謬二二<(

図･1本会議および現地検討会の行程の概要
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露
室で，なごやかに行なわれた（図・1)。

米国側メンバーは,R.H.Koenmgs(内務省

土地管理局次長一資源担当，部会長),P.L・

Thornton(農林省山林局次長一州私有林担当),

J.C.Dose(内務省土地管理局林業部長),R.L.

Ethington(農林省山林局林産技術課長）の4氏

であった。日本側のメンバーは，松井光謡国立林

業試験場長（部会長)，猪野曠林野庁指導部長，

山田喜一郎林政・田中恒寿業務・下川英雄計画・

輪湖元彦林産・松田尭研究普及・小沢普照林道

の林野庁各課長，土井恭次調査・古谷剛林産化

学・鈴木寧木材・山井良三郎木材利用･蜂屋欣

二造林・中野秀章防災・山脇三年機械化の国立林

試各部長であった。

トピックは，(1)木質材料，(2)木材の化学的利

用，(3)廃材利用，(4)集材機集材，（5）トラクタ

集材，(6)森林専1111合同部会の経過と評価クの6

課題が選ばれた。

本会議の概要

林野庁長官，農林水産技術会議事務局長，科学
技術庁国際局長の撤迎挨拶と米国部会長挨拶につ

づいて，恒例の贈物交換，両国メシバーの紹介，

ホスト国の部会長・松井林試場長を議長に選出，

本会議・現地検討会（エキスカーション）の日程

の説明等の後,林野庁制作16mmフイルム<6For-

estryinJapan''が，好評裏に上映され，次いで，

トピックの発表討議に入った。

（1）木質材料（日本：輪湖元彦・鈴木寧・山

井良三郎，米国:P.L.Thornton)
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日本側からは，木質材料の新用途開発が必要と

される背景，70％が丸太のまま利用されているわ

が国の間伐材等小径材の今後の利用上，剥皮と製

材の効率化が特に必要なこと,LVL(Lami-

natedVeneerLumber)の製造法・製造量・製

材および合板との比較・釘打ち許容耐力等につい

て報告された。この質疑の中で,LVLが，日本

で椛造材にまだ使われていないのは，連続製造法

を採用していないのが主原因。米国ではハイウヱ

イの橋梁にも使われているが（写真。l)，釘打ち

許容耐力は素材に比べて劣るようだとの応答が行

なわれた。

米国側からは，報告者が来日途中航空機中で懸

命に練習した日本語による挨拶があって，一同の

拍手歓迎を受けた後，コンピュータ木取法で小径

材を木取する場合いちばんはじめにどこから鋸

断するかがいちばん問題となること。EGAR

(EdgeGluingAndRipping)は，近い将来米

国ではコマーシャルベースに乗ること。上述のL

VL,実験に成功した段回にあるSDR(Saw-

Dry-Rip)Lumber,家具製造業界で技術援助に

成功したコンピュータ利用のRIP(Roughmill

ImprovementProgram)計画，システム6と称

する広葉樹家具材製材システムのほか，製造工場

数工場を建設計画中のCom-Ply,構造材用フレ

イクポード等の新製品や，低質広葉樹材から製品

を製造する加工システム(ProjectBrush)等に

ついて説明が行なわれた。

（2）木材の化学的利用（米国:R.L.Ethington,

日本：古谷剛）

米国側からは，特に米国における木材のエネル

ギーとしての利用について，全米年間エネルギー

使用量75quads(1quad=1013BTU)のうち，

木材・樹皮・クラフトパルプ黒色廃液等から，現

在約1.1quadsエネルギーとして利用している

が，将来は，小径材2億3,000万t,伐採廃材1

億4,500万t,都市緑化樹その他廃材7,000万t,

木材工場廃材2,000万t,造林地ごしらえ廃材

2,400万t,合計4Ig8,500万t(乾燥）の廃材

のうち，その約1/2が利用できると仮定して，

写真.1ハイウェイの橋梁に使用されるLVL

4.1quadsのエネルギーを独得することができる

と報告された。次いで，既存のガスボイラーにそ

のまま使用できるLoWBTUガスや，貯蔵およ

び取扱いも容易な木材転換乾燥ペレット等の開発

が進められていることなど未利用木材資源の利用

を強調する報告が行なわれた。なお追加説明とし

て，山林局では木材の燃材としての利用を奨励し

ていて，ニューイングランド地方では広葉樹を燃

材に大幅に利用する計画があることなどが説明さ

れた。

日本側からは,コロイダル燃料,エタノール・メ

タンの製造法等について報告が行なわれ，工場廃

材中から1,200万]n3程度は利用できそうだとの

説明が行なわれたのに対して，米国では，内燃機

関の燃料として，ガソリンに木材炭を混合して，

石油の節約を図ろうという研究等が行なわれてい

るほか，米国の大規模製材工場の廃材は，スティ

ームの燃料として，大いに有効利用が進められて

いるが，小規模工場の廃材の有効利用は，技術的

になかなか難しさがあるとの意見が述べられ，

23,500を数える製材工場のほとんどが小規模な

日本と，共通する技術課題であることが指摘され

た。

（3）廃材利用（日本：古谷剛，米国:R.L.

Ethington)

日本側から，残廃材の飼料化，木炭・木酢液の

土じよう改良への利用，炭縦マグネシウムボード

の開発等についての報告があったのに対し，木炭

は多孔質なうえ微生物に侵されにくいので，土じ

よう改良にはおが屑以上に効果がありそうなこ



と。米国で問題となっている水質汚濁の防止に木

炭が使えないか。日本の木炭の市販価格。炭酸マ

グネシウムボードの表面はきれいに製造できるの

か等の質疑が行なわれた。

米国側からは，廃材の1/2は製紙原料に使われ

ており，古紙の回収もなかなか盛んで，製紙原料

の59％は廃材から（回収紙24％，製材・合板廃

材35％）供給されていると報告されたほか，石油

エネルギーの自給対策の一つとして，ギャサホー

ル（ガソリン＋アルコール10％…とうもろこし

等が原料）はすでに燃料として市販されているほ

か，伐採廃材からパーティクルボードを製造する

工場は増加しつつあり，これらの分野の研究開発

はより強力に行なわれる必要があると強調され

た。また都市下水排液の浄化に，森林そのものが

使えないかという質疑も行なわれ，日本では難か

しいがこの会議の将来の課題に取り上げうるかど

うか検討してみたらとの意見交換も行なわれた。

（4）集材機集材（米国:J.C.Dose,日本：松

田尭，山脇三平）

米国側から，山岳林における小径材の集材機集

材には，スラックラインやスカイラインケーブル

システムが使われだし，いままで米国で全盛を極

めたハイリードシステムから，脱皮しようとする

転換期にあるとの説明にはじまり，110馬力ホイ

ールスキッダに集材機を搭載した移動式集材機。

ランニングスカイラインシステムとスラックプリ

ング搬器を採用して，直径10～20cm程度の小径

材を，横取距離25m,スパン350m範囲の集材

ができるピーウィー集材機。ホイールスキッダの

前部に高さ12mのA型フレーム式支柱を持つ移

動式三胴集材機で，ランニングスカイラインシス

テムにより集材する小径材集材法。前回見学した

トレーラアルプ型移動式集材機を米国で国産化し

た小径材集材法等が紹介された。集材機集材を効

率よく実行するには，木寄せを能率よく実行する

ことが大切で，そのためには，上述のトレーラア

ルプ型のような小型移動式集材機を効率よく使う

か，普通の小型集材機を効率よく使うか，無線操

縦式エンジン内蔵搬器（モンタナ州ミズーラにあ

9

写真･2伐倒木枝払機のフレイラー

る林業磯械開発センターで開発）を効率よく使う

かなどの方法があるが，無線操縦式エンジン内蔵

搬器による木寄せは，移動式集材機による場合よ

り約35％能率が上がると報告された(16mmフ

ィルムによる補足説明も行なわれた)。

日本側からは，わが国の林業機械化について概

説した後，エンドレスタイラー，コレクター，ダ

ブルエンドレス，シングルエンドレス（坂下式)，

モノケーブル等の各ケーブルシステムおよびハン

ギングモノレール（吊りラック)，リモコン集材

機等，現地検討会で現地討議の機会のあるものを

考慮に入れて，第二次大戦後，わが国固有の発達

を遂げた集材機集材の概要を報告した。

（5）トラクタ集材（米国:J.C.Dose,日本：

山脇三平）

米匡|側からは，米国では集材にトラクタが重要

な役割を果たしてきたこと。クローラスキシダ，

ホイールスキッダおよびトラクタ集材に関連して

開発された周辺機械すなわち，枝払機，伐倒機，

フレイルモーア式に水平軸の周囲に取り付けられ

た長さ750mmのチェーン数-|-本を，垂直方向に

回転させながら，地上に伐倒された伐倒木をまた

いで樹幹に沿って一気に枝払いするl､ラクダ付属

作業機のフレイラー（写真･2)，立木のまま枝

払いしてから伐倒するリマーフェラー等が開発さ

れて，トラクタ集材は集材機集材の約1/2のコス

トで実行できるようになった反面，最近i､ラクダ

集材跡の林地は，踏圧等によって，植付け後の林

木の生長が約10％低下するとの調査結果の紹介
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があり，トラクタ作業道面積のトラクタ集材対象

林分に占める割合をできるだけ最小限度にするほ

うがよいとの報告が行なわれた。またそのような

マイナス面をできる限り少なくするため，低接地

圧形クローラスキシダHSST(FMC社製…本

紙に紹介済[l.l.1脇三平：天然資源の開発利用に関する

日米会議第6回森林合同専門部会，林業技術431,15～

'8]）の開発，クリスタルボール式集材が試験的に

行なわれているとの報告があったほか，急傾斜地

での林道・作業道の開発には，林地保全上は，ブ

ルドーザ施工のように谷側に士捨して土砂崩れの

原因をつくらない，全面掘削方式の施工のできる

エキスカベータがよいとの報告が行なわれた。こ

れは，わが国国有林が国立林試の協力の下に，数

年前開発したスイングトラクタショベル（今後は

11～15tクラスが必要）による施工法の考えがわ

が国急傾斜地林道作設には妥当なことを示唆して

いるものである。

日本側からは，クローラトラクタサルキ集材か

らクローラスキシダ，ホイールスキッダに変わり

つつあるものの，クローラトラクタは，ドーザ，

レーキドーザ，三点支持装置,PTO軸等を装備

することによって，各種作業磯を駆動して，林道

工事のみならず造林作業にも使えるので，わが国

では,クローラトラクタによる集材が経済的にも

有利で，現在でもなお好んで使われていること。

また小規棋民有林では小型運材車に対する需要が

多いこと。林野庁が開発した山地走行車，トラク

タ集材のみならず集材機集材にも連携して使われ

ている玉切盤台装置等についての概要報告が行な

われた。

（6）森林専門合同部会の経過と評価（日本：松

井光端）

(1)エネルギー視点からの木材利用，(2)森林の

環境容量評価法，(3)森林による水資源のかん漣，

(4)林木育種,等が将来の議題として提案され,米

国側のいう廃棄物の活用は(1)，肥料の問題は(2)の

中に含めて討議できると話し合われた。次回は，

この中から1～2課題程度を議題とし，最終会議

までに煮つめることが申し合わされた。

現地検討会

KoeningsおよびEthingtonの両氏は，夫妻

共々の参加で，3泊4日の全行程のうち，沼田一

前橋一軽井沢一下諏訪一木曽谷一名古屋はすべて

バス旅行で，かなりな強行獺であったが，弱音一

つ吐かなかった米国2婦人の体力と柔軟な社交性

は，十分讃辞に値するものであった。

第1日（5．30）の沼田機械化センターでは，

各種林業機械および訓練システムの説明を受けた

後，ロータリチェンソー，前橘局の試作したタイ

ヤ型山地走行車の実演，ホイールスキッダによる

全幹集材と玉切盤台装置およびクローラ型移動式

玉切機，無線操縦式クローラトラクタによる全幹

集材等機械化作業の見学が行なわれ，米国側メン

バーに，まず，わが国の小～中型林業機械の開発

の成果を把握してもらう努力が払われた。次いで

前橋市郊外の近代こけし製作工場を見学したが，

米婦人のみならず米国側メンバーにもなかなか好

評であった。

第2日（5．31）は，軽井沢カラマツ天然林の

ほか，鬼押出し，中軽井沢を経て，岩村田経由，

白樺湖，蓼科，霧ケ峯と，八ケ岳連山を横に見な

がら，わが国中部山岳地の，緑に覆われた山容と

リゾートエリヤを実見した後，オリンパスカメラ

下諏訪工場平沢漆器製作工場等を見学して，わ

が国林業地とその周辺地域産業に対する理解を深

め，相互理解の促進に役立てられた。

第3日（6．1）は，赤沢事業所のエンドレス

タイラーシステムによる集材機全幹集材，赤沢休

義林，資料館，林鉄博物館，坂下営林署管内のシ

ングルエンドレス（坂下式）システムおよび自走

式リモコン集材機を使ったモノケーブルシステム

による間伐材の搬出等を，現地担当者のポスター

を使った熱心な説明（見出し写真）を受けて見学

した。中津川市郊外では，在来工法による棟上げ

瓦葺き直後の木造家屋建築現場を見学し，わが国

木材の建築材としての利用実態を実見することに

よって，日米二国間木材貿易の円滑化に役立つこ

とが期待された。



第4日（6．2）は，米材をはじめ，南洋・北

洋・ニュージランド材が輸入されている,470万

In2に及ぶ雄大な規模の名古屋西部木材コンビナ

ートをバスで駆け巡り,K.K.東海相互木材市

場，木曽ヒノキ専門の集約木取りを実施している

小規模な製材工場，米材専門の比較的大規模な製

材工場，近代設備の合板工場等の見学が行なわれ

た。

中部山岳地に位置するわが国有数の林業生産地

帯における機械化集材の見学から，同じく有数の

中部木材コンビナートの見学へと，相互に関連づ

けながら一貫した現地検討会が行なわれたこと

は，わが国の実情に疎い米国側メンバーにとって

は，すこぶる貴重な体験だったようである。特

に，東海相互木材市場を見学した際，鈴木材總社

長が米国側に対して，日本の需要内容すなわち木

取寸法等もよく理解して，木材を日本へ輸出する

努力を率直に要望されたことは，この会議開始以

来'0年目にしてようやく，日米間のフランクな

技術交流が行なわれるようになったかと，感慨を

深くするものがあった。

おわりに

筑波の最終会議のとりまとめでは，日米両国の

林業・林産業に関する技術情報の交換の仕方とし

て，スライドやフィルムを有効に使い，発表後相
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手国に提供し，技術資料は最低2部交換すること

（日本は，林野庁資料館と国立林試図書館で各1

部ずつ保管，米国は，農林省山林局と内務省土地

管理局で1部ずつ)。会議期間は，本会識・現地

検討会を含めて，今までどおり10日程度とする

こと。次回は，1980年秋，ワシントンD.C.およ

びニューイングランド地方で,木質エネルギーお

よび森林環境容量評価法を主題とし，特に木質エ

ネルギーに重点をおいて開催すること。具体的な

トピックについては，向こう4カ月内に米国側か

ら提案があること。等が合意された。

最終会議では，米国側メンバー一人一人が謝辞

を述べられたが，これまで何回か来日経験のある

メンバーの一人の言葉として，「限られた日数の

訪日で，今回ほど充実した内容を持つことのでき

た経験はなかった」との言葉があった。松井部会

長のホスト国の議長としての労を多としなければ

ならないと同時に，この会議の準備と実行にあた

った林野庁，前橋・長野両営林局，長野・愛知両

県林務担当部局，名古屋西部木材コンビナート関

係会社の幹部および担当者の方々をはじめ，現業

第一線の作業員の理解を得て機械化作業の実演に

特別な努力を払われた営林署の方々の，善意に基

づく協力のたまものと，関係者の一人として，深

く敬意を表する次第である。

（やまわきさんぺい・国立林試機械化部長）

54年度山火事予知ポスター
図案･標語募集要領

撚識雛

＜要旨＞山林火災の危険を広く国民一般に周知さ

せ，山林火災の予防．森林愛護の必要性を強鯛し
たもの。ただし未発表の創作に限る（入迩作品の

うち特に優秀なものは54年度当協会作成の『山

火蛎予知ポスター』として採用)。どなたでも応
班できます。
＜作品要領＞図案について，ポスター用紙は5，

cm×31cm,縦がきとする。油彩．水彩．クレヨ

ンなんでも可。標語については官制はがきに1人
何点でも可。文語，口語，長さも自由，ただし山

火事予防’森林愛護を強調した適切なもの。ポス

ター作品の裏面にも住所．氏名を明記のこと。

応募作品は一切お返ししません。入選作品の著

作権はすべて日本林業技術協会に帰属することと
します。

＜募集締切期日および送付先＞昭和54年9月14
日締切(当日消印有効)。日本林業技術協会『山火
事予知ポスター図案・標諮』係（〒102東京都千
代m区六番町7）まで。
＜発表＞入賞者には直接通知するとともに，会誌
「林業技術」10月号に発表致します。

＜入賞者には＞1等（図案・標語の部各1名）日
本林業技術協会理事長賞（副賞として1万円相当

の記念品)，2等（図案・標語の部各2名）同賞
（副賞として5千円相当の記念品)，佳作若干名
には記念品を贈呈致します。

鰯
蝋慰＝

53年度作品

日本林業技術協会
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33年間無手入れのスキ植栽地の現状

佐倉詔夫/鈴木誠/成瀬善高

1．はじめに

これまでに林木の植栽密度に関してなされた調

査・研究報告の多くは，造林地や、場におけるス

ギ，ヒノキあるいはアカマツなど一樹種の個体の

集まり，すなわち，個体群のレベルでみた調査あ

るいはモデル的な試験の結果を扱ったものが多

く，その内容も林分の構造や林分構成木の成長状

態など，主として同一樹種内の成長論に限定され

ていたといえよう。とくに戦後，1950年代なか

ばころから全国的にこうした調査・研究の例が目

立ちはじめ,1960年代にはとくに多くなって，

安藤貴著「密度管理」（1968）などの刊行をみ

るに至った。以上のような一連の流れは，単純一

斉造林の拡大をもたらした戦後の林業にとって

除・間伐などの造林木の保育管理技術が重要な問

題となり，その理論的な指針となるような施業資

料が求められて，生じたものであろう。

他方，造林地が全く人為による介入を受けずに

放置された場合にどのような推移をたどるかとい

うことについての資料は，近年の労力不足と労働

の質低下による間伐手遅れが重大ば問題となって

いる情況にもかかわらず，その報告例が皆無に近

い。たまたま東京大学千葉演習林に下刈り後33

年間，全く手が加えられずに放置されてきた，

個の密度別スギ植栽試験地（現在41年生）があ

る。筆者らはこの試験地について1978年に，そ

の現在の状態，密度別植栽プロッl､ごとの造林木

の成長状態，雑草木を含めた群落の構造とその動

態などに関する調査を行なった。そのあらまし

は，第90回日本林学会大会で報告した。反復の

作られていないただ1個の資料であるが，以上の

ような観点からあえてここに再録し，読者の参考

に供したい。

2．調査地概要

この植栽地は，房総丘陵地に位置する東京大学

千葉演習林10林班C8小班にあり,1937年に設定

されている。密度をかえて植栽された試験地とし

ては，同演習林内では最も古いものであり，造林

台帳によると，植付け後8年間は，年に一度ずつ

下刈りが行なわれたが，その後は撫育手入れが加

えられずに放置されてきた。

この疎密植栽地の当初の植栽密度は，ヘクター

ル当たり10,000,4,400,2,500本の3とおりで，

その植栽間隔は方形植えでそれぞれ1m,1.5m,

2mとなる。以下これらを11n区,1.5m区，お

よび2m区と称する。

各区は北西に面した約35･の急斜面に山腹の上

部から下部に向かい帯状に配列され，繰り返しは

ない。試験地全休の面積は約0.3haである。

3．造林木の成長状態

各区の現況および造林木の成長状態を表.1に

示した。平均樹高は1.5m区が高く,21n区が低

い。繰り返しがないためはっきりした傾向とはい

いにくいが，疎植の2m区では，つる類や広葉樹

による被害が目立ち，本数で約60％のものの樹高

成長に明らかな異状が認められるため区全体とし

ての平均樹高が低下したものと考えられる。他

方,1nl区は，植栽木相互の間の競争が他の区に

比べて激しかったことにより，被圧状態の木が約

40％もあり，全休として平均樹高を低い値にした
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表･1試験地各地の現況
1本当たり平均

区
直径樹高材積
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図･1直径階別頻度分布

ものと考えられる。

次に，平均単木材積についてみると,2m区が

最も大きく,1In区が反対に小さい。このこと

は’まさしく密度効果によるもので，個体群に関

する密度の法則が示すところと一致する。しかし

ながら，ヘクタール当たりの材積においては,､5

m区が約560m8と最も多く，次いで21n区,11n

区の順となっているが，後2者の差は大きくな

い｡ここで注目すべきことは，本試験地が植栽初

期の下刈り後長期にわたって無手入れであったた

め’疎植の2rn区でつる類による被害が著しいこ

とである。植栽木はつるによって幹の曲り，傾

き，巻き締め傷，折損，二又を起こし，それがま

た二次的な虫害や被圧の原因ともなって，一般

に，枝下高も低い。また枝が異常に張った暴れ木

も目につく。したがって，これらの植栽木の製品

価値は極めて低いものであり，ヘクタール当たり

材積の少なさも相まって値打ちの少ない林分状態

となっている。これは疎植の2m区のみにみられ

る現象である。

一方，密植の1m区では，小径木の本数比率が

極めて高く,10cm角で長さ4mの柱材も取れな

いような細いものが非常に多い。これら両区に比

べて，ヘクタール当たり4,400本植えの1.5m区

は，蓄積量も多く平均の単木材秋も比較的高く，

4．．1÷

I

4i1
，78

0
1

1937

10

47

20

，57

30

67

岸←lスギ件陛の鮒尚の変巽I鵬と平均値
l･･-----･･-Iスギ破駈水(折批，城き、衰弱水など）

の変異柵

図・2スギ造林木と侵入広葉樹の成長経過

素材としての品質，歩止り等も非常に良い。

したがって，下刈り後無手入れで放置される

ことが想定される場合には，ヘクタール当たり

4'400本すなわち1.5m程度が好ましい植栽間隔

ではなかろうかと思われる。参考までに直径階別

頻度分布を図・1に示した。1m区は13～17cm

をピークとして，それより小さいほうに偏りがみ

られ,1.5m区は同じく13～17cmをピークとし

て，それより大きい階に頻度率がゆるやかに傾む

いているo2m区では21～25cmの直径階の頻度

が高く，両側に広く分散している。

4．造林木および侵入広葉樹の成長経過

各区における植栽木の成長経過を見るために若

干の個体について樹幹解析を行なった。しかし，

今後もこの試験地は無手入れのまま維持観察され

るので，解析供試木には，各区の端のほうで，区

の平均木に近いものを3本ずつ選んだ。侵入した

広葉樹(8m以上では2m区のみ，後述）も含め

て樹幹解析し，その成長経過を表わしたものが
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(5m×30m)表･2低木層以上の量的構成
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が疎植の2m区では前期，後期とも成長指数およ

びその経過がほぼ等しい。

図･4にはスギ造林木の単木平均の材積成長の

経過を示した。材積成長は，15年生ころまでは

各区間に明確な差が認められない狐25年生ころ

から他の2区に比べて1m区の成長が劣りはじ

め，40年生では，ほとんど半分以下になってい

る。すなわち，20年生ころから，密植区での自

己間引きが始まるものと考えられる。したがっ

て’20年生前後における撫育間伐は良質材生産

にかかせない作業の一つであるといえよう。

5．雑草木群落の種組成および構造

とその造林木の成長に及ぼす影響

(1)低木層以上

低木圃（地表1.5m)以上の木本層群落の各階

臓の種組成を量的に示したのが表。2である。各

区各層のなかで量的に最も多い種を求めると，疎

植の21n区では高木層(8m以上）にアカメガシ

ワ，亜高木層（4～8m)にシロダモ，そして低

木層（1.5～4m)にはタマアジサイがあげられ，

他方,1.5m区および1In区では，低木層でアオ

図･4単木の材

積成長の経

過(スギ）
510203040;I

図･2である。図には併せて，各区のスギ造林木

の樹高の変異幅と平均値も示した。下刈期間（8

年間）が終了し，その後4，7年目に芽生えたと

推定されるカラスザンショウとアカメガシワが，

今回の調査時には,2m区で12m以上の樹高に達

していた。この事実は疎植林分では，下刈終了後

も侵入してくる広葉樹などの除伐（雑刈り）作業

が1～2度は必要であること，とくに地位の低い

林分では，種間競争を緩和するため侵入した雑木

の除伐作業などが加わって，全体の保育期間を長

くする必要があることを示すものである。

次に，スギ樹幹解析木の樹高および直径の成長

経過を，全樹高および全直径を100とし，各年度

の成長をその指数としたものによって表わすと，

図･3のようになる。20年をさかいとして成長前

期と後期に分けると,1m区と1.5nl区の成長指

数は樹高，直径とも前期に65～70％の値を示し

ている。これは前期の成長の速さに比べ後期のそ

れが鈍化していることを示すものである。ところ
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表･3草本層（0～1.5m)の量的構成(HxC) 表･4つる植物(8m以上）と造林木との関係

(2.0m区,20m×30m)

II 被答程度

名｜本数種

ノ
オ

テ
マ
フ
サ
サ
ッ
ク
ミ
ッ
オ
イ
ビ
キ

ラ
ビ
ジ
ル
シ
シ
ギ
ビ
キ
サ
ラ
ラ
タ

ズ
ズ
ル
ナ
ケ
ド
幼
ズ
ズ

タ
ナ
ア
モ
密
カ
カ

カ
ク

ウ
ヤ
メ
マ
ズ

ぐ
ウ
ピ
ン

柚
タ
劫
ル
タ
マ
ッ
レ
バ
タ
ナ

ノ
ウ
ノ

３
７
４
４
３
３
１
１
１

２

合 計

注:H×Cは乗算俊占度。H=[職さ(Hcm)の平均値]=(同

一菰のHの合計値〕／〔わく数)iC=[被度(c)の平均値)=

〔同一菰のCの合計値〕/〔わく数〕 １
１
１
１キが最も多くタマアジサイがこれに次ぐ。ここで

注目すべきことは，疎植の2m区における高木層

の1m高断面職(BA)の合計が1,138cm2の多き

に達することである。これに対して密度の高い1

m区,1.5m区には高木厨が全くなく，また亜高

木層も2m区と比べて無視できるほどに少ない。

ただ,木本暦の最下層に位置する低木層（1.5～

4m)では，密度の高い1.5m区,1m区のほう

がかえって多くなっているQ

木本層全体としてみると，量的には疎植の2In

区で極めて多く，しかもそのほとんどが上層の階

に集中しているのに対して，密度の高い1．5，，

m両区では量的にも少なく，最下屑の低木層に限

られている。これを種組成でみると，疎植区の_上

層の階には，アカメガシワ，カラスザンショウ，

エゴノキ，フサザクラといった高木性の陽樹（先

駆樹）がみられ，これらはスギ造林木が41年生

になる現在においてもなおその樹冠と競合して競

争の関係にある。一方，密度の高い1．5m,1nl

両区では’アオキやタマアジサイなど，スギ造林

木の樹蒄層から離れた下層の位置を占める低木性
の生活型を持った穂が圧倒的に多い。したがっ

て，密度の高い区では，上屑の造林木と下層群落

との間に人工林として安定化した併存状態が認め

られる。

以上の事実から,4,500本/ha以上の植栽密度

があれば，植付け後8年間，毎年1回の下刈りを

実行することによって，極端に悪い地位でない限

り，スギ造林地は一応成林するという見通しが得

られる。

(2)草本層（林床）

本試験地の最も下個に位職する草本届(1.5m

以下）の構成を表・3に示した｡2m区および，

m区ではアオキ,1.5m区はイズセンリョウが最

も高い乗算優占度(H×C)を示し，これらはい

ずれも低木性の生活型のものである。またH×C

の合計値は,1.5m区で最も高い。前節(1)で述べ

たように’1．5m区においては低木層のBAが高

い値を示している。しかもここでは,4m以上の

上層の雑木の量が極めて少なく，逆にスギ植栽木

の材積成長量が大きい。したがって,4m以下

（下層）の植生は造林木の成長に対して影響（負

の関係）を及ぼさず，むしろ最下層に位置する林

床の植生の豊富さは，造林木の良好な生育情況を

示す指標になるといえるのではなかろうか。

6・つる植物

つる植物は，疎植の2xn区において，種数，鐘

ともに非常に多く’これらは，地上8m以上にも

達していた｡地上8m以上にのぼるおもなものを

表・4にあげた。1.5m区と11n区にもつる植物は

みられたが，その量は少なく,8m以下の)僧iに付

着根でよじのぼるキズタやテイカカズラ，イタビ

カズラなど日陰でも耐えて生育するこ.とのできる

陰生のつる植物が目立ち，下層にあるため造林木

に対してほとんど被害を与えてはいないようであ

った。被害の形としては，幹の巻き締めによるも

のが多く，とくにフジの被圧によって既に柚損し

たり,巻き締めた幹の部分から風や冠雪などで折

種名

アオキ

コバノカナワラビ
タマアジサイ
ヒサカキ
ャブニッケイ
イズセンリョウ
テイカカズラ
他98種

2m区

１
６
０
８
３
１
１
２

７
５
３
１
３

1.5m区

鯛
“
－
１
１
６
１
２

９
２

1m区

０
８
１
７
５
３
８
４

４
．
３
２
１
４

幹の巻
きしめ

§|鴬

被圧害

害
な
し

ｌ
樹
習

多
小
害
あ
り
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損しているものも多くみられた。また，マタタ

ビ’サルナシ，テイカカズラなど多くの木本性つ

る植物は造林木の上で茎葉を展開して繁茂し，そ

の被圧害によるクローネの明らかな異常も多くみ

られた。一方，付着してよりかかり伸長をするテ

イカカズラのようなものでも，スギの樹冠上部あ

るいは先端部に達すれば，樹幹の一部分を巻き締

めて,被害を与えるものがある。したがって，付

着性のつる類でも植栽木の樹冠部に達するような

大きなものは当然つる切りの対象とすべきであろ

う。

以上から明らかなように間隔1.5m以下の密植

区では,つる植物の被害はほとんど見当たらない

が,2xnの疎植区では，造林木に対する被害率が

極めて大きくなる。造林木を枯損させたり，その

品質を低化させる最大の原因は，広葉樹というよ

りはむしろつる植物といってもよいほどであっ

た。以上のことから，下刈期間終了後の造林地の

施業にとっては，除．間伐や枝打ち作業と合わせ

てつる切りは大切意保育作業の一つであり，この

2In区においても，もしヘクタール当たり3～4

人の労力をかけて1～2回つる切りを行なってい

たならば，それだけでもかなりちがった林分椛成

になっていたであろうことは間違いない。

7．おわりに

スギ造林地が下刈期間を過ぎて以後，長期間全

く人手を加えずに放置された場合，どのような林

分になるか，また初期植栽密度がその変化にどの

ような影響を与えるかということは，従来ほとん

ど調べられていない問題である。たまたま東京大

学千葉演習林に，そのような試験地が残されてい

るので，わずか一例ではあるがその調査の結果を

報告して参考に供することにした。調査は同演習

林職員の協力によったが，とくに樹幹解析は鴨田

好文部技官にお願いした。厚くお礼申し上げる。

（さくらつぐお・東京大学千難演習林）

（すずきまこと。東京大学千菜演習細

（なるせよしたか．東京大学千蕊波習林）

ひ

号

■
■
Ｄ
字
ｂ



ケヤキ

1．はじめに

わが国に広く分布するケヤキは，樹形が美しい

ことから，並木や庭園樹として風致を高めるのに

優れ，緑化木，日蔭木として植えられる。また生

長も比較的良く，材が賞用されることから，最近

は優良広葉樹として，林地へ造林しようとする気

運も高まりつつある。こうした事情を反映して，

今後苗木の需要が高まることが考えられる。

ケヤキの増殖は，さし木が困難であるため，特

別の場合を除いて実生によるのが一般的である。

しかし，ケヤキの種子は豊凶があり，取扱い方に

よっては発芽率も低いといわれているが，その採

取法や貯蔵，発芽促進法などについてば不明確な

点が多い。そこで，これらの点について，検討を

加えていくつかの知見を得た。

この報告は，これらの知見や既存の資料をもと

にケヤキの種子の採取からまきつけに至る一連の

取扱方法についてまとめたものである。

2．種子の形成過程

まずケヤキの種子のできる過程から述べよう。

関東地方を例にとると，3月下旬に前年枝の腋芽

のうち着果短枝(2)となる芽が，長枝となる芽にや

や先がけて開芽し，4月上旬には10cm程度に伸

び長枝葉よりもやや小形の短枝葉が5～10枚展

開して着果短枝を形成する（図。l)。4月中旬に

至り着果短枝の中央から基部に近い部分の各葉腋

に雄花が数個ずつ叢生開花する。同時に雌花は先

端から中央の葉腋に1個ずつ単生し，開花して2

分した柱頭が出現して受粉する。その後5月中旬

になると雌花は，長さ4～5mmの不整形な扁球

17

とそ い

石井幸夫 ’
形で稜角のある緑色の果実(核果)に成長する。こ

のころの種子は外観上の形態は成熟期のものと変

わらないが，胚の生長はみられず種皮内はほとん

ど空隙である。その後8月中旬にかけて胚は徐々

に成長して種皮内を満たし，未成熟ながら形態は

完成種子となる。そして，それらは'0月中旬にな

ると種皮が緑色から灰褐色あるいは褐色に変わり

成熟する。成熟した種子は’着果短枝から離脱し

て落下するものもあるが，大部分は'0月下旬か

ら,,月上旬に着果短枝に着いたまま落下する。

3．種子の採取適期と採取方法

母樹の選定：種子を採取する場合’まず優良母

樹を選ぶことが大切である。一般に若木の種子は

シイナが多いといわれているので(8)，50年生以上

の成木を選ぶようにしたい(6)。そして’優良な遺

伝的素質を有する種子を得る意味から，樹形の整

図･1ケヤキの着果短枝（石井・井上，19澱）
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図・2種子の採取時期と発芽率（石井・井上，1976）
01

比亜液の場合＊

811110

水の場合

0

01231000.980.960.94

浸漬時間(hr)選液比重

図･3水および比重液に浸潰した場合の充実種子の沈下状況
（石井・井上,1976）＊浸澗5分後の沈下率

った生長の良い木を選ぶことはいうまでもない。

またケヤキの種子は外観からは見分けられないシ

イナが90％以上も混入している母樹も度々ある

のでまずその点もたしかめ，充実粒の割合が多い

母樹を選ぶことも大切である。

採取適期：関東地方における採取時期と発芽率

の関係をみると，8月中旬までの種子はほとんど

発芽しないが，8月を過ぎるとある程度の発芽率

が得られるようになる。しかし，高い発芽率が得

られるようになるのは10月下旬以後に採取した

種子である（図・2)。これらの結果や先に述べた

種子の形成過程から，10月下旬から11月上旬が

種子の採取適期といえるだろう。

一般に発芽率が高くなる時期の種子の状態は，

着果短枝が褐色となり，種皮も灰褐色および褐色

を呈するので，これら外観上の色が種子の採取適

期を選ぶ目安となる。

採取方法：種子の採取方法は，着果短枝が落下

する前に高枝鋏などで，枝ごと切り取って採取す

る樹上採取法と，地上に着果短枝とともに落下し

た種子を集める地上拾集法がある。いずれの方法

によっても種子の充実率や発芽率などには違いは

ないので<8),その時の状態によって採りやすい方

法を選んでさしつかえない。

4．種子の調製

精選：採取した種子は枝つきが大部分なの

で，風通しのよい場所に広げて2～3日自然乾燥

させた後，足で踏み付けるか棒でたたくと種子は

枝から簡単に脱粒する。これらをふるいにかけ，

枝葉などの來雑物を除去した後，風選すると外観

16
○△：風選種寸
●▲：水選種1
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図･4乾燥日数と

種子の含水率

（対乾重）

リ
〕

()1020

乾燥

30405060

日数（日）

_l二は純度100%近い種子が得られる。このまま種

子として用いてもよいが充実粒と見分けのつかな

いシイナが時には30～50％混入している場合が

あるので(3)，水選によってシイナを除き充実粒を

得る。よく発芽する充実粒は，水に入れて1時間

程度経過すると90％以上が沈下する。また水に

アルコールなどを混合した比重液による場合は，

選液の比重を0.95～0.97に調製した波中に入れ

ると，5～6分で100％沈下する（図・3)。この

ようにして精選された種子は100％近い高い発芽

率を示す。

乾燥：精選した種子を貯蔵する場合，あら

かじめ乾燥しておく必要がある。雨水を避け自然

乾燥する場合，5日間程度で種子の含水率（対乾
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図･5種子の貯蔵方法の違いと発芽率（石井，1978）

A湿潤密封種子：種子の対乾遮含水率を約21％にしてガラスビンに密封

B乾燥密封種子：種子の対乾亜含水率を約13％にしてガラスビンに密封

C開封種子：種子の対乾重含水率を約15％にして通気性の高い布袋に封入

重）は，貯蔵してもさしつかえない程度（含水率

約13％）に乾燥できる。また乾燥剤による場合

は，水選などで濡れている種子については2日程

度自然乾燥して種皮に付着している水分を乾かし

てから乾燥剤(ゼオライトなど)で乾燥すると，3

日間程度で種子の含水率は13％以下になる（図．

4)。

温風乾燥機などによる場合は，小山(7)によると

60.Cで8時間乾燥した場合，乾燥による種子の

減重率が10％となり，発芽率は他の条件に比較

して高いという。

なお；ケヤキ種子は乾き過ぎると発芽に悪い影

響がでるというが(8)，乾燥剤を用いて，含水率

2.7％と著しく乾燥させた種子の発芽率を調べた

結果では，含水率が高い種子と同様に高い発芽率

を示した。

5．種子の貯蔵

ケヤキの種子は豊凶が著しく，種子が全く収種

できない凶作年が1～2年ごとに現われているの

で"),<7),種子を経常的に安定供給するためには，

豊作年に採取した種子を2～3年間は貯蔵する必

要がある。そこで，種子の水分状態，貯蔵場所，

貯蔵温度を違え，採取した年から3年後の春まで

貯蔵して，貯蔵方法と発芽の関係を調べてみた。

その結果，採取した翌春にまきつける場合は，室

温貯蔵や土中埋蔵でも高い発芽率が得られたが，

3年後の春まで貯蔵した場合は乾燥した種子（含

水率約13％)を密封容器に入れ,1～3．Cの低温

に貯蔵した場合のみ高い発芽率が得られた。しか

もこの時の発芽率は採取翌春の場合より，むしろ

高くなる傾向であった（図・5)｡したがって，ケ

ヤキ種子の貯蔵は’年以上の長期にわたる場合に

は乾燥種子を密封して,1～3．Cの低温で貯蔵す

る方法が現在のところ最も良い方法と考えられ

る"〉。この場合種子を採取して直ちに低温に移す

と後熟の進行上よくないので")，採取後'0～20

日間室温に置いてから低温貯蔵に移すのがよい。

6．種子の発芽促進

ケヤキ種子は発芽が困難とされているが(6)，適

切な処置を施せば容易に発芽する。

とりまき法：秋に種子を採取したら直ちに苗畑

へまきつけておくと，翌春3月上旬～中旬に発芽

し，発芽率も高い。また貯蔵種子の場合も'2月

～2月上旬の冬期中にまきつけて置くと，とりま

き同様よく発芽する。しかし，これらの方法はま

かれた種子の置床期間が冬期で，しかも長期に及

ぶため，霜柱などで種子が地表に浮き上がった

り，そのために小鳥に拾われたりする恐れがある

ので，その防止処置を必要とする。

土中埋蔵法：とりまき法と同様，採取翌年の育

苗に限り用いられる方法で，種子を通気性に富ん

だ容器に入れて，野外の地下30cm程度の深さに

埋蔵して，翌年の3月以前に取り出してまきつけ

ると高い発芽率が得られる（図・5)。この方法で
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100
に2カ月間というやや長期間の低温湿層処理によ

って，発芽適温域が拡大されることは，まきつけ

適期の拡大につながる。実際に苗畑で試してみる

と，無処理の種子では2月上旬までに，1カ月処

理では4月上旬までにまきつけないと高い発芽率

は得られないが，2カ月間低温湿層処理した種子

では，まきつけ時期による制約をほとんど受けな

い（図・8)。このことは，まきつけ時期が限定さ

れることなく作業の容易な時期を選べる点できわ

めて有利である。

7．おわりに

以上，ケヤキ種子の採取からまきつけに至る一

連の取扱法についてまとめてみたが，3年以上に

及ぶ長期貯蔵した場合の発芽率の問題や化学的処

理(1)などによる短期的な発芽促進処理法の検討な

ど今後の問題であろう。

この拙文がケヤキの増殖を手掛けるうえで参考

になれば幸いである。
（いしいゆきお・林業試験場造林部）
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注意することは，越冬後地温が5．C以上に上昇

すると埋蔵中に発芽する恐れがあるので，それ以

前に取り出す必要がある。

低温湿層処理法：低温湿層処理は種子の発芽促

進法としてよく知られた方法である(1)。ケヤキの

種子特に乾燥貯蔵してある種子にはきわめて有効

である。処理期間は従来行なわれていた1カ月以

下の短期間よりも，2カ月間程度の期間が望まし

い。低温湿層処理期間と発芽促進効果との関係を

調べた結果でも，処理期間が長いほど発芽率は高

く，発芽日数(，)が短縮され，2カ月間処理した種

子では100％近い発芽率が得られた（図・6)。

さらに低温湿屑処理期間と発芽適温の関係を調

べた結果，高い発芽率が得られるのは無処理では

15｡C,1カ月間処理で10～25｡Cであるのに対

し，2カ月間処理した場合は10～30｡Cと広い温

度域で高い発芽率が得られた（図・7)。このよう
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訪中代表団活動日程はしがき

本文は，筆者が1979年4月28日から5月8日

まで11日間，中国科学院からわが国学会代表の

招待を受けた日中科学技術交流協会の訪中代表団

の一員として北京，上海を訪問し，中国の林業を

中心として科学技術の現状を見聞した概要を紹介

するものである。

(1)訪中代表団の構成

団長：有山兼孝（前日中科学技術交流協会会長

・元日本物理学会長）

顧問：越智勇一（日本学術会議会長）

団員：［理学］椙山正雄（元日本発生生物学会

長)，梅沢純夫（次期日本化学会長)，小野

周（日本物理学会長)，鈴木平（東京理科

大学教授)，大沢文夫（元日本生物物理学会

長)｡

［工学］橋口隆吉（日本結晶成長学会長)，高橋

秀俊（元情報処理学会長)，近藤次郎（元日

本ロケット協会長),八十島義之助（土木学会

副会長)，柳井久義（電子通信学会副会長)。

［農学］越智勇一（日本農学会長)，坂口勝美

（元日本林学会長)，松尾孝嶺(Iﾖ本農学会

副会長)。

［医学］高原滋夫（日本学士院会員)，亀谷哲治

（日本薬学会副会頭)，菅原努（京都大学

医学部長）

事務局：漆戸嗽（事務局長)，立花弥生（事

務局員，通訳）

(2)訪中代表団活動日程

'12 1ilil午後｜晩

IAL781､成川1015発|北舟W13;50" ｜北求飯店杣

月LI
－

428

峨
一
上
一
Ⅱ

、
業
座

擬
林
と

全
‘
院

山
口
雛

有
坂
糾
談

参肌:(理工組)｡lk導
体研究所,(農医組）
iMi仏研究所

29 災敬側家糾:技術
婆貝会，腱￥：
会

参観:北胤1:芸獅ｲil
砿駁0!i'uk
好人民公社

炎敬；1I1墹塘'樅会 乍呂付院擬
招婁

1130

'だ城･｛･三陸あるいは北海紫山.天壇公団51 火
一
水
一
木

全国科学技

術協会柵鹿
頤棚IQ1 放窟2

参肌:(理_砿組)術鞭

大学,(腿農組）
北刺睡学院

小野皿愉物理研究
所で鮴I『

尚僻111･W:センター．
参脱･慨{!f

(農腫紐)参観:械物
研究所

梅沢:化学研究所で
報告．鈴木儒口：
物理研究所で報告，
近'僻:力学研究所で
糀僻、八･IH;中国
巡鮒､惟会で座談，
{'l1小半弊休研究所
で鯛↓f，竹:脱:生物
物理研究所で靴告

3

坂口:林学会で椛告･雌雄(友誼賓館）
越智:農学会で鴎喚
椙山･松尾:農学会で報倦･座餓

金4

隅『i鈴木二壷色金
脇研究院･金腐学会
参観と座淡

(理工判1)参娩物Hl1
研究所

(蝿I郡)参観:生物
物理研究所

５ 土
一
日

日本側答礼
涌海

毛主I勝記念強，珊瑚職
友敬測叶『

方織刷総理，
麦敬

魯込紀念館，友縦
商店

招要

肺安賞館油

6 CA152.｣bi<10;57発，
1:抑11:25淵

7 参肌;I抑柵物生理
研究所または上
海ｲ『機化'郷1｢究脈
上海細胞ﾉ1t物耽研
究IVi.,L海唯鹸堪
化学および工学研

究所

参観:似旦大学、ま
たはI:海光学精密

腱賊研究所

l」 稚技

8 .IAL788,上海14:25発

成IU18:30"

火 参観:上海械物剛鮒
華盆溌跳または
上海冶金研究所．
上海生物化学研光
所，上海蛇虫研究
所．上海薬物研究
所



22

1．4人組による研究活動の妨害

中国の科学技術の現状は，過去のいきさつを知

ることなく見ることはできない。

中華人民共和国（新中国）は1949年（昭24）

10月1日成立以来，中国共産党にはいくつかの

路線闘争が展開された。そのなかでも，1966年

（昭41)から始まったプロレタリア文化大革命，

全中国の人民による批林批孔の大連動および，い

わゆる4人組による各種の妨害は，中国の科学技

術の近況を知るための大きな背景をなすものであ

る。とりわけ，現在中国の人々は王洪文，張春

喬，江青，挑文元の4人組を$$Gangoffour''と

呼び，その徒党を鋭く非難している。それに関し

ては，中国科学院副秘書長の秦力生氏が1978年

9月中国科学院代表団の一員として訪日の際，日

本学術会議講堂で行なった講演のなかから，次の

一節を引用して，4人組が行なった科学技術の妨

害と破壊の思想をうかがうこととしたい。

(1)彼らは一群れの者を抜てきした。それら

の者どもは，真から科学技術活動を立派にや

ろうというものでなく，高官になることと財

産をつくることを求めるものであった。彼ら

は全く科学研究をやらず，1日中考えている

ことは，党を乗っ取り権力を奪取することし

か考えていないものであった。そして，一群

の老幹部を民主派，走資派と呼ばわり，積極

的に仕事をする人を業務第一と決めつけた。

結局，我々の各級の指導磯構を混乱に落とし

入れた。

(2)彼らは科学技術を破壊した。政治さえよ

ければ生産は自然とよくなると考え，何千年

も科学研究をしなくとも田畑は変わりなく植

えられるといい，彼らは少なからぬ研究機構

を解散し科学研究要員を農村に下放させた。

(3)彼らは自然科学における基礎研究を否定

し，哲学こそ自然科学の基礎であるなどとで

たらめを言った。基礎理論を研究する人たち

を「三遊離」などと決めつけた。「三遊離」

とは政治と遊離し，実際と遊離し，大衆と遊

雛するということだ。

(4)彼らは党の知識分子に対する政策を破壊

し，知識分子を9番目の鼻つまみものと言い

ふらし，革命の対象にした。「知識が多けれ

ば多いほど反動である」などとほざいた。

(5)彼らは外国の先進的な経験に学ぶことに

反対した。4人組の破壊により，きわめて重

大な悪い結果を引き起した。

このように，中国では1966年のプロ文革から，

1976年の4人組永久追放に至る11カ年にわたり

研究は後退され，農林とりわけ林業の科学技術は

手痛い打撃をこうむった。その具体例は以下各項

で述べるとおりである。

現在，華国鋒主席は先頭にたって農業，工業，

国防，科学技術の4つの近代化を全面的に打ち出

し，今世紀末までに中国の経済を世界の前面に押

し出そうとしていることは新聞報道等によって衆

知のとおりである。本文はその回復の現状を逐次

紹介することとする。

2･中華人民共和国国家科学技術委員会

国家科学技術委員会（略称，国家科委）は，国

務院に所属する政府機関の一つであって，全国の

科学技術活動を指導・管理する最高の行政機構

で，その主任は方毅副総理が兼任しており，その

主な任務は次のとおりである。

（1）国家の科学技術方針，政策を貫徹実行し，

法律に従い命令を下す

(2)全国の科学技術発展の長期計画と年度計画

を編纂し，実施状況を調べる

(3)重大な科学研究任務の分業と協業をはかる

(4)重大な科学研究の成果,､発明創造の鑑定，

奨励および応用推進をはかる

(5)国際間の科学技術交流活動を発展させる

(6)科学技術工作の条件をつくり，問題を解決

する等。

組織は，事務局，企画局，外事局，科技幹部

局，科学研究成果局，工作条件局および若干の専

業局からなる。

国家科委と国務院の関係産業部門は緊密に連絡
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研究所（北京)，植物研究所（北京)，広東植物研

究所（広州)，雲南楠物研究所（昆明)，上海植物

生理研究所,南京土壌研究所,林業土壌研究所(溶

陽)，地質研究所(北京),等｡ちなみに,社会科学研

究所は中国社会科学院によって指導されている。

中国科学院の内部機職には，院長，副院長（李

昌氏，周培源氏)，秘書長副秘書長（秦力生

氏）が設けられており，院長は国務院総理によっ

て指名され，全国人民代表大会で決定される。そ

の組織は弁公庁，政策研究室，計画局，外事局，

宣伝出版局，器機材局，基本建設局のほか5つの

業務局（生物，地学，数理天文，化学，新技術）

からなる。

左から：中国林業科学院副院長呉中倫氏，筆者，林業部外
事局局長張束明氏

をとり，上記の任務を遂行するため協力してい

る。各省，市，自治区の人民委員会にはすべて科

学技術委員会があり，業務上，国家科委の指導を

受けている。

3．中国科学院

中国科学院は全国自然科学研究の総合センター

で，1949年（昭24）11月1日に創立した。その

責任は基礎科学の発展を全面的に計画し，業務の

而で地方の科学院を指導することで，その主要な

任務は次の3つである。

(1)基礎科学と理論研究を発展させる

(2)新しい科学技術の分野を開発させる

(3)国民経済建設における総合的な重要な科学

技術の問題を研究する

なお，重要な問題は科学院の業務会議によって

論議され決定される。

研究機構は創立以来軒余曲折があったが，調整

された現機構は，中国科学院直属および同院と地

方の二重指導を受けるものを合わせて100余の研

究機織のほか，中国科学技術大学と科学機械工場

等の機織をもっている。

これらの基礎研究所には原子エネルギー，高エ

ネルギー物理，プラズマ物理，半導体電子学等々

一連のものがあるが，農林業と多少とも関連のあ

る埜礎研究所としては，次のようなものがあげら

れる（カッコ内は所在地)。蘭州砂漠研究所（甘

荊省の省都)，自然資源総合考察委員会（北京)，

生物物理研究所(北京),上海生物化学研究所,遺伝

4．林業林産の科学技術機構

中国の農林行政組織は，1979年2月23日，そ

れまでの農林部（わが国の省に該当）が農業部，

腱業機械部，林業部に改革された。林業部の存在

は世界でも珍しい例である。

さて，林業林産の科学技術研究は，林業部の組

織下にある中国林業科学研究院（略称，林業科学

院）をセンターとして，次の所属研究所が中核と

なっている。北京所在のものには林業研究所，木

材研究所，情報研究所のほか，目下設立準備中の

林業機械化研究所と林業経済研究所がある。北京

以外には林産化学研究所（南京)，亜熱帯林業研

究所（漸江省)，熱帯林業研究所（広東省)，林業

機械研究所（黒龍江省）および伐採運材研究所

（黒龍江省)，等がある。

ちなみに，林業科学院は1978年5月4日に股

林科学院から独立したもので，目下万寿山に建物

を復旧中である。したがって，日程の項で述べて

ある筆者の林学会への報告，座談は友誼賓館で行

なわれ，副院長呉中倫氏は，次回訪問の機会があ
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れば林業科学院へ案内したいと述べられた。ま

た北京所在の上記研究所はいずれも4人組により

ひどい破壊を受け，目下復旧中であるとともに，

全般の機構についても調整中とのことであった。

5．大学の科学研究陣営

中国の教育部（わが国の文部省）に属する大学

は，わが国のそれと異なり，すべて文科と理科で

織成され，これを総合大学と呼んでいる。その1

例として，筆者が参観した上海の復旦大学の概要

を次に紹介しよう。

この大学は1905年(明38)創立で，長い歴史を

もつ。文科は，中国語言文学，外国語言文学，歴

史，哲学，新聞，政治経済，国際政治の7学部，

理科は，数学，物理，化学，生物，原子能，計算

機科学の6学部，計13学部からなる。このほか

に，数学，遺伝学，現代物理，電光源，世界経済

の5付置研究所がある。教授・助教授200名，講

師500名および教師約2,000名。4人組の破壊前

までは図書160万冊を所蔵した。ちなみにわが国

の創価学会からも図書が寄贈されていた。

医科大学は衛生部に，農科大学は農業部に，林

科大学は林業部に所属する。

全国で大きな林科大学は，次のとおりである。

東北林学院（ハルビン)，南京林産工学院，北

京林学院および中南林学院（湖南省)。このうち

北京林学院は4人組の破壊を受け，目下復旧中で

あり，中南林学院は広東省にあった元華南大学を

湖南省に移設計画中のものである。したがって，

活動しているのは東北林学院と南京林産工学院で

ある。南京林産工学院は，1971年元の南京林学

院（1952年創立）と金陵大学林学部が合併した

ものである。

この2大学は活発な教育と研究が行なわれてい

るときくが，参観の擬会をもたなかったのと紙面

の制約とから割愛する。

このほか，農学院のなかに林学科をもつもの，

各省のなかには林学院をもつものがある。

ちなみに4人組当時の大学入学手続きは，本人

が申請し，大衆が推せんし，職場が批准して学院

へ副申するものであったので水準が区々であった

が，現在は国家試験によっているため優秀な人材

が集まっているという。なお，女子学生は平均し

て在学生の約30％にあたるという。

6．学会および外国との科学技術交流

前述のように中国の研究体制を縦にみると，（1）

中国科学院の基礎研究，(2)産業部門を中心とす

る研究機構，(3)各省，市，自治区の研究部門，

(4)大学の研究機構，(5)国防部門の研究所，とか

らなる。これを横につなぐものとして，全国各種

の学会と学術団体の連合機構として全国科学技術

協会がある。

協会参加学会は理学が17学会，工学が23学

会，医学が4学会と13分科学会があり，農業関

係学会としては，農学会，林学会，水産学会の3

学会と牧畜獣医学会，作物学会，作物保護学会の

3分科学会がある。林学会の活動は，4人組によ

り長期間にわたって停止されていたが，1年前に

ようやく公式に回復した。プロ文革前にあった機

関誌"林業科学"も発行を停止されていたが，1979

年2月に第15巻第1期（号）として復刊した。

中国は1978年現在，世界の35カ国の科学研究

機椛と科学技術の交流・協力の関係をもってい

る。目下IUFROにも加盟の手続中であるとき

く。したがって1981年日本で開催予定のIUFR

o大会には中国からも多数の参加が期待される。

むすび

最後に，中国林業科学院副院長，中国林学会副

会長呉中倫氏の次の言葉をお伝えする。

「日中両国は，一衣帯水の間にある隣国であ

り，なんとしても双方お互いに交流をいっそう盛

んにするよう念願する。交流を通じて，さらに一

歩を進めれば相互の協力研究も行なわれるであろ

うと思われる。

相互理解によって，両国人民の友情が増進さ

れ，これによって双方両手の努力をいっそう結合

し，我々全人類の念願である緑化の実現に寄与し

たいと祈念する」

（さかぐちかつみ・元日水林学会長・腿博）
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ペルーの森林と
造

まえがき

ペルー共和国(RepdblicadelPerli)は,1531年に

スペインのフランシスコ・ピサロによって征服されたイ

ンカの国としてよく知られている。1821年にホセ・サン

マルチン将軍はペルーの独立を宣言し，独立後のペルー

は革命の連続であったが,1968年のクーデターによって

革命軍事政権が成立し，現在は1975年に就任したモラ

ーレス・ベルムーデス大統領によって統治されている。

日本にとってのペルーは，中南米諸国の中では最も古

く､から移民が行なわれた国で，今年で80周年を迎えよ

うとしている。農業分野では，ピメンタ栽培で一躍日本

の名をあげ，また技術協力では，漁業・水産業の分野に

おいて絶大な信用を得ている。鉱工業や遡信関係など多

方面にわたって多くの専門家が派遣されておりその業縦

は大きい。

このほど，ペルー国政府から要請されて，国際協力事

業団によって編成されたペルー国林業鮒発埜礎一次調査

団の造林関係を分担して同行した。

そのなかから，ペルーの森林型と更新にかかわる概要

をご紹介することにした。

ペルーの地帯区分とその概況

ペルーは，北はエクアドルに接し赤道直下にあたる南

紳0度48分から，南はチリとの国境の南純18庇21分

にいたる間に位瞳している。この地形的特徴は，ヒマラ

ヤに次ぐ世界第二の雄大な高地といわれるアンデス山脈

が国土を縦走していることであろう。

アンデス山脈の西側に当たる太平洋に面した地帯で

は，南緯4度付近から南に向かって沿岸地帯は砂漠とな

見出し写典：クスコ(Cuzco)の近くマチュピチュ付近の海抜高
4,5"m付近の農牧地帯である。樹木限界より高い地域で，

山頂付近まで制馳となり草地造成と農耕が行なわれている。

エロージョンが大きく，最近になって多少の造林が行なわれ
ている。
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乖 一

っていて，数年間まったく雨をみないところもまれでな

い。この砂漠地帯を，海岸地帯(RegionDeLaCosta)

と称し，アンデスの氷河地域から40数本の小河川が流

れその部分に細い帯状のオアシスを形成している。

アンデス山脈は，エクアドルの北緯5度付近から，チ

リの南緯60度付近にわたる5,600kmの長さをもち,南

アメリカ大陸の太平洋岸に沿って大陸を縦走している。

この山脈がペルー国土において2,000kmの長さをも

ち，海岸地帯では最も幅の広いところでは東西約200

km,狭いところでは丘陵が海岸まで張り出して断崖と

なっている。

海抜高4,000m付近から上に広い高原がひらけ,その

あちこちに,海抜高6,000m級の高山がそびえている。

この山岳高地を山罷地辮(RegionDeLaSierra)と称

し，岩肌には多数のカールが形成され，氷河があり，雪

融け水は高原にたまり，湖水をつくって水源地帯ともな

る。ワスカラン山(Huascaran:6,768m)とチチカカ

湖(LagoTiticaca:3,850m)は代表される山と湖であ

ろう。

このアンデス山脈の東側は，急な谷間をつくりながら

下降して，アマゾン河源流地域となり，アマゾン川とラ

プラタ川におちこんでいる。2大河川の流域には熱帯性

降雨林が展開して，いわゆる’森林地帯(RegiOnDe

LaSelva)と称されている。

このように，ペルーは3地帯に大別されていて，各地

帯は地理的条件，気象条件などの自然的条件や人間生活

の社会的条件を著しく異にして，それらがそれぞれ大き

な特徴を現している。

ペルーの気象の概要

ペルーは緯度からみると熱帯圏内に位置しているが，

海岸地帯，山岳地帯と森林地帯の3地帯ごとに，気象条

件は著しく異なっている。
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表･1ペルーの気象観測表

月別平均気温(｡C)

’7

月別平均湿度（％）
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表･2ペルーの森林面積

（1976年，単位1,OOOha)

天然林｜人工林
95016,683
50197,672

73,000l1,785

74,OOOl106,140

地帯区分 ’ 計

1,450
7,550

75,500

84,500

７
８
５
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地
副
誕
瓢
鎚

適
ａ
ｚ
ａ
ａ

新
甥
如
甥
弱

更
Ｚ
ａ
ｑｌ

1年の季節は，夏季（12月～5月）と，冬季（6月～

11月）とに分けられる。山岳地帯と森林地帯では，夏は

雨期にあたり，冬は乾期にあたる。地帯ごとに代表する

観測地の気象を表．1に示す。

海岸地帯は熱帯地域にかかわらず，フンポルト寒流の

影響のため比較的温暖な気温であり，最高気温は30｡C

を超えることはなく，冬季の最低気温は13｡Cで,10｡C

以下に下ることはほとんどない。

夏のはじめ10月中旬から下旬にかけて，フンポルト

寒流の影辮で，ガルア(Garda)と呼ばれる泌諜が発生

する。ほとんど雨の降らない砂漠地では，この霧の供給

する水滴でロマ(Loma)植生をつくる。全く根のない

植物チランジア(T/"α""sias"α"z"")等がコロニー

を形成して広がっている。

山岳地帯は，乾期と雨期とに分かれていて，雨期には

しばしば豪雨に見舞われる。乾期は空気が乾燥し，山岳

地帯であるため，温度の日較差は激しく，また高度によ

る温度の差は著しい。

観測地のCuZcoでは，海抜高が3,312mの商地にか

かわらず，比較的温い気温を示しているのは純度が南紳

13度付近に位瞳しているためと思われる。年平均気温

はほぼ13.Cであるが，地域によっては氷点下10｡C程

度に達するところもある。

森林地帯は，熱帯性の気象条件下にあって，月別平均

気温は1年を通してほとんど変化がない。この観測地

は，森林地帯の中で密林高地型のところで，海抜高が

641mと高くなっていて，比較的高地への移行地帯にな

っている。

海岸地帯
山岳地帯
森林地帯
計

注，1）天然林は生産林60影と保謹林40%を含む

2）人工林と更新適地は生産林の目的のためのもの

これが，ペルーの裏玄関ともいわれるアマゾン河口か

ら3,700kmの上流に位置しているIquitosでは，海抜

高は105mで，年平均気温はほぼ28｡Cを示し，密林低

地型の典型的な熱帯性気象条件を現わす。

ペルーの森林面積

ペルーの森林面殺は8,450万haといわれる。日本の

森林面積の2,527万haに比較すると,3.43倍にあた

る。森林地の比率は56％といわれ，日本の68％に対し

て少ない。

ペルーの森林面積を，地帯区分にしたがって天然林，

人工林と更新適地に分けて示すと表・2のようである。

海岸地帯は大部分が砂漠地で，部分的に人工林が造成

され，今後の更新適地が区分されている。

山岳地帯は，3地帯の中で人工林の比率が最も高く，

今後の更新適地としてペルー更新適地面積の71％が山

岳地帯で占められている。山岳地帯に大きな面積の更新

適地が区分されているのは，過去にユーカリを主とする

造林が進み，その結果ある程度の成果を得てきたことか

ら，未立木地に対する人工林造成や，峡谷地帯の造林が

積極的に計画されたように考えられる。

森林地帯いわゆる熱帯林地域では，既往の人工林と更

新適地が3％程度区分されているが，比率は小さい。こ

れは更新適地が少ないのではなくて，移動農耕跡地に対

地帯 観測地 1 2 3 4
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図･1ペルー主要森林型の出現
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表･3ペルー森林型ごとの林分の特徴(MapaForestalDelPerul975から）

繰林型｜収穫職§講績｜ﾘ蝋辮

i職蛎'｜“･~‘”
DBH25cm上

120

沖秋地林第2
100～l3OlOO

（低地林）

.･-1..｜‘，沖職地林第3
（低地林）

１
１ 主要樹種 現在の利用状況

商蕊的に価値の高い樹種を択伐腿牧
業が，道路，河川付近の地域でさかん

瀦鍋嶋選雛において商蕊的
衰弱木の択伐，活発な農業および限定
的牧畜業

Cumala,machimango,moena
Copal,Shimbillo,Quina-Quina

Cumala,MachimangO,Copal,
Zapote,Huimba,ShimbilloMoena

Iα〕～130 lUO

Oje,Paloazufre,Requia,Cumala,
lagarto,Caspi,Cetico

Tornillo,Moeua,Quinilla,Cumala,
Mashonaste,Pashaco,Copal,
Chimicua

丘陵地林第1
（簡台林）

強度の択伐，農牧業が活発140～180 110

丘陵地林第2
（高台林）

丘陵地林第3
（高台林）

,oT｡mi,,.,M｡ena,Quini,,a,Cuma,al繋業的価値の高い樹種の択伐農牧業活120～150

Tornillo,Quinilla,Moena,Pashaco, 入林が困難で大部分は未開発，商業的
Cedro 価値の高い樹種の択伐

70～120 70

する更新技術が未開発のためと，熱帯林地域の洲査がま

だ行なわれていないたいかもしれない。ペルーの全森林

面破の約90％が森林地帯であり，森林地帯のうち約97

％は天然林として区分されている。しかし，その実態は

未解な部分が多い。

ペルーの森林型と構成樹種

ペルーの森林型は姻膠的に，構成されている樹種や林

分型などによって次のように区分される。

A・生産林

I混交林

1．沖職地林（低地林）第1～第3クラス，2．丘陵

地林(高台林)鰯'~第3久ﾗｽ

Ⅱ単純林

3．マングローブ林，4．乾性地密林，5．乾性地潅

木林（サバンナ)，6．カシ林,7.Polylepsis林，

8.Podocarpus林,9.ヤシ林

Ⅲ人工林

B.林業適地

10．瀧木林，11．人工林適地，12・人工林

C、，保安林

13．保安林鮒1～第3区

D.非林業地

14．砂漠または非生産地域，15．畜産・牧草地域，

16．農業地域

このような区分のうち，生産林について森林型の区分

を機断図に模式的に表すと図･1のように示される。

生産林は天然林と人工林とあり，天然林は構成する樹

種によって，混交林と単純林とに区分する。

混交林は単位面秋当たりの尉種数が極めて多い。国内

の森林を構成している樹極数は約2,500種が推定される

が，正確に分類し確認されているのは，ほんの685種に

すぎない。全唖のほぼ25％程度で,地帯ごとに，環境要

因のそれぞれの地域に応じて分布の特徴がみられる。

沖積地体（低地林）は，沖積土の對財くの良いところで

は豊富な樹種と植生相を形成している。上層高の樹高は

35～40mで，胸高直径25cm上で蓄積は150m3/ha程

度である。集中的な降雨によって，河川が増水し氾濫し

やすい沖積土の地域では，排水が悪く，林木の生育は巾
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程度で，上厨高の樹高は30m,胸高直径25cm上の蓄

積は100m3/ha程度が推定されている。季節的に冠水

する新沖積土のところは，凹地・浅瀬．小さい沼沢地等

の湿地では，林分機造は極めて複雑である。樹種樵成が

多く，蓄職は高いところと低いところの差が大きい。収

税対象の利用木蓄職は70m3/ha程度である。

丘陵地林(高台林)は，比較的高地に位隠していて，水

面から20～30m程度高く,5～20度程度の級傾斜で起

伏のある丘陵地林である。気象条件によって部分的に良

好な群落を形成するが,胸高直径40cm上の収溌対象の

利用木蓄職は，ヘクタール当たり38本程度で,143m8/

ha程度である。水面からの高さが80m程度の，斜面が

20～40度を示す急斜地では，蓄積は120m3/ha程度であ

る。生産林ではあるが保安林への移行地帯で，一般に揃

地丘陵地林といわれるところでは，斜面は極めて急傾斜

地で，湿潤亜熱帯林ならびに，山岳林低地に位置し，交

通路は発達してなく，林木の利用コストは高い。平均蓄

積は80ms/ha程度で，住民の居住地域に隣接している

ところは森林が破壊され，所によっては崩壊やエロージ

ョンを誘発している。移動焼畑農耕や遊牧の調節が必要

とされる。

このような生産林の丘陵地林について，利用材職ヘ

クタール当たり本数，出現する主要樹種，現在の利用状

況についてその概要を示すと表・3のようである。

単純林は，比較的単一樹種か，小数の樹種によって形

成される林分である。複層混交林に比較して森林の利用

は容易で，収益性は高い。これらの林分の分布地帯は，

熱帯性針葉樹林から亜高山湿潤降雨林，高地ツンドラ地

帯までの脆囲にわたる。

マングローブ林は北部海岸地帯の海水と河川の淡水の

混合する湿地帯に分布して，その範囲は狭い。観光貰源

として保謹されているが，このマングローブ林の生育地

域は，野生動物のとくにI､カゲ類の理想的な避難地とな

っている。職成樹種は上層木としてRhizopllora

mangle,中屈・下層木として.Lagunculariaracemosa,

Avicematomentosa,Conocarpuserectusが主要な

ものである。

乾性地密林型の森林は，大部分がエクアドールとの国

境に近い地域に分布していて，丘陵地でしかも急傾斜で

あるため，サバンナ型森林に比較して入林が困難であ

る。このタイプの森林を構成する林木は，工芸用や木工

資材として貴重であり，利用者の重要な収入源とも癒っ

ている。

用途別に樹種をあげると次のようである。

(1)家具，工芸用材，パーケット用材Amarino,Polo

deVaca,Sdnchez,COlorado,Hualtaco,Almendro,

Guayacan

(2)椛造用材Guayacan,Colorado,Huapal,Huarapo,

Barbasco,Zapote,Huasimo,Coguito,Tachuelillo

(3)土木用材Pasallo,Ajo,Angoto,Palodesan2re,

Tego,Pergo

乾性地瀧木林（サバンナ”は，北部海岸地帯の沿岸

部地域に広く展開する。生態的には，亜熱帯ならびに熱

帯性針葉樹林帯である。過放牧と乱開発によって有用林

が退化したものと考えられる。このタイプの森林が疎開

した林地に侵入繁殖してきた樹種ではCeibo(Bamba-

caceae)が密生し，パルプや製紙原料材として利用され

る大きさになっている。Sapote(Copparisangulete)

も代表的樹種である。

カシ林は，熱帯・亜熱帯の極く乾燥した地帯に生育す

る潅木類による群落をさしている。森林を椛成する林木

の形態的特徴は，樹冠型が平滑に横に広がり，樹幹は湾

曲・蛇行していて，枝条にはトゲを形成する。出現する

主要樹種は,Capparisspp.,ProsopisjuliHovaで，こ

の他アカシヤ類とSalixsp.,サボテン類のCereussp.

が散生している。林床植生には禾本科のものや，ツル性

のものが旺盛に繁茂する。

Quinual林は，アンデス地方に分布していて，亜高

山湿潤地帯の荒地や，亜高山降雨林地帯のツンドラ地域

斜面と,山麓に展開している｡現在では樹種Resagosが

残っているのみで,交通困難な地域にあるため,隔離状態

で分布している。Resagosは材は堅く，色調を帯びた杢

目が装飾的である。生育している場所は，海抜高3,400

mから4,500mの急傾斜地の丘陵の頂上付近から斜面に

かけた石礫地である。胸高直径は5～75cmの範囲で，

立木本数は200～500本/ha程度と推定されている。

Podocarpus林は，ペルーに分布する唯一の針葉樹林

でDiabloの地方名で知られている。現在では無制限の

伐採によって消滅しはじめているので，この林分の保護

対策が要望されている。Podocarpus林の蓄稜は71m8/

ha程度と推定されている。7種が分類されていてその

樹種は次のようである。動｡り“,少"sγ0妙裡ﾉ"ら及

創0ﾉ""'fz"S,R〃""o’3P.〃”"”""島Ro/e;”""s,P.

"""e"s,R""'"zsi"zzfs.

ヤシ林は，現地でAguajeといわれ，主として

Mauritiasp.による群落である。密度が中程度の林分
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表･4熱帯地域の2次林林相特性

’

樹 齢（年）

樹剛数

林分繭（、）

､

優 占種

優占祇の分布

先駆林

l～5

l～5

5～8

盈ゆ〃”6iα““
CO"ゆ0s"“
M1zj”““
【〃"zaca7e

j姥〃s”"”“αc
ZY"α“α9

αA7sかα““

広範囲分布

5～15

1～10

12～20

C“ﾉ'”jα
”･“"〃

O”ｱw"α

〃“'･a"“
んﾉ〃"7"a

広範囲分布

20～50

30～60

20～30

まれに50以上

1姥"““g

BO"必α“““
”"““c

Ceの･9町，C”α""ﾉesia
S"雌花"加,Q"””肋“

極めて広範囲

極相林

100年以上

100種以上

青

30～45

まれに60以上

L“yZ〃”““e他
多種にわたる

多種にわたるため極めて制
限される。または小地帯

階胴椛造 1層過密で混雑 2屑に明らかに分れる 3屑でしかも災l肺
4～5層であるが極めて
層でしかも異齢である

摸

では,Ficussp.,Simphomasp.,Virolasp.等の樹種

が混交する。Aguajeヤシは，食用油や飼料，工業原料

として有用であり，葉柄部と樹幹部は製紙原料に，果実

は，清涼飲料やアイスクリーム等の製造原料として需要

が大きい。ヤシ産業として経済的に重要性が増大してき

ている。

密生林分の立木本数は450～500本/ha程度で，上層

林冠を柵成するものは，胸高直径25～30cmを示す。

ペルーにおける熱帯地域の二次林の林相特性

ペルーの森林地帯は，アマゾン川下流地域と同様に，

河川流域に沿って移動焼畑農耕が行なわれている。焼畑

農耕跡地は，熱帯地域でも密林低地型の地帯においては

伐採耕作後の更新は旺盛であるが，密林高地型の地帯で

斜面傾斜が急な地域では，山地崩壊やエロージョンを誘

発して，伐採後の更新は極めて困難な状況を呈している

地域が見られる。

密林低地型の地帯における移動焼畑腱緋跡地の再生林

における遷移過程を表・4に示す。

この表では，先駆樹種が侵入発生する過程と，15年生

程度に発達した二次早生林の過程,50年生程度に成熟し

た二次|塊生林の過程，100年生以上経過して極相林に復

元した過程を，遷移系列に従って示したものである。

これらの各過程ごとに，林分を構成する樹種数，林分

の上層高，上層高を構成する優占種，優占種の平面分布

状態，階層職造と生長状態の概要を示している。

ペルーの熱帯降雨林の密林低地型における二次林は，

およそ20年から50年の間にほぼ極相林に近い林分へ復

優占種：生長早い°従閥
種と中間層の生長は遮い

中間厨は生長遅く，下層は
極めて遅い

元するようである。しかし，樹種構成は，本来の極相林

に復元するのには，おそらく,100年以上は経過をまた

なければならないようである。

有用樹種の密度を高くし，しかも早期に極相林に近づ

けるためには，生態的に林分の更新を前提とした伐採技

術と，気象条件や立地条件に応じて林床植生の侵入過程

と，先駆樹種の侵入・発育過程を詳細に調査するととも

に，目的有用樹種の天然更新の促進方法，人工更新技術

等の検討をすすめる必要がある。

あとがき

以上極めて短い日程で概査してきたペルーの森林の概

況や，その林型区分と林分構造の概要について記した。

この内容の大部分は，熱帯地域にあるTingoMariaの

セルバ農業大学,Lima市にあるラモリナ農業大学で,案

内してくれた農務省の森林動物局，カルディッヒ課長ら

と討議し,また大学や股務省で発行された文献によった。

ペルーの森林は，ブラジルのアマゾン流域の森林と同

様に，無限の謎を秘めた研究の宝庫である。

（もりたけんじろう・林業試験場造林部）
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保津川にかかる渡月橋

蕊
Uゴ

山 里をゆく鋼一

嵐山や嵯峨の四季をいろどる桂川

にかかる渡月橘をわたるたびに，慶
海のくらりようい

長11年(1606)角倉了以が，丹波の

亀岡と京都嵐山との間の保津'峡を開

削して，舟が上り下りできるように

した工事のことを思う。京部の観光

で，保津川の舟下りはひとつの目玉
お和い

になったが，もとは上流の大堰川流

域の物資を運び出すためにひらいた

もので，そのために鈎倉家は，この

川筋で絶大な権力を徳川時代をとお

して握ったのであった。

私はこのことを調べるために，た

びたび保津川から大堰川の川筋の村

を歩いた。その時に，この川の水を

めぐって，ここの百姓が江戸幕府を

相手に戦ったり，時には百姓同志が

争いあったことを知ったのである。

「飢繊や凶作は日照りでは起こら

ん」とか「稲のできは地割れがする

ほどよい」と，昔の百姓はいった。

飢鯉の記録をみても，長雨，冷雨，

洪水など天候不順の冷たい夏の年が

多い。稲は照りさえすれば唖れる，

というように，干ばつに飢繊はな

い｡しかし20日，30日と日照りが続

くと，百姓は少々心配そうに空を見

上げる｡40日，50日も照り続くと，

心配から，いらだちへ，たまりかね

た農村では雨乞いの行覗をはじめ
りやく

る。それでもご利益がないと、村々

では小ぜりあいから大喧嘩となる。

これが水争いの筋で，大堰川筋の年

寄りは，それをおもしろく話してく

れた。

雨乞いの行事で有名なところは，
だいせん

伯耆の大山で，干天が続くと岡山や

広島県の村から，水もらいに若い衆

が使わされた。大山の赤松池には大

蛇がいるといわれていて，そこの水

をもらって帰ると雨が降ると信じら

れていた。大蛇のすきな酒を一斗樽

に入れて，池に投げ入れると，大蛇

は酒を飲んで，かわりに池の水をつ

めてくれるという。なかには空樽だ

け持って行き，水をつめて帰る村も

あった。池の水力食入った樽を途中で

おろすと，そこに雨が降るといわれ

たので，元気な若い衆が組をつくっ

て駅伝式に水運びをした。私は子供

のころにそれを覚えていて，その

両乞」を通じて大山を身近に感じ

たものだ。岡山県の北部の出雲街道

には，今も一里ごとに一里塚が残っ

ていて，昔この街道は大山水もらい

や，大山牛市へ行く人々の通路であ

って，干ばつの年には水樽をかつい

だ人が続いたと話してくれた。

「備中日照」といって，瀬戸内海

沿岸は雨が少ない。そのため溜池が

多い。香川県の満濃池はその代表的

なもので，この地方には竜韮山と呼

んで，「能く雲を致し雨を興す」と

いう竜王を祀る山が多い。干ばつの

とき山へのぼり法華経をあげ，千貫

焚をして雨乞いする山である。岡山

県久米郡の農村で聞いた話に，大正

7年，昭和8，14，23，30年と奇跡

は必ず起きたと，竜王山の霊験あら

たかなことをかたく信じていた。そ

して秋には，恵の雨に感謝の稲穂を

ささげながら，竜王神に感謝のバン

パ踊りをする風習が，この地方に多

い。

白いスゲ笠にしでを切りかけ

てバンパ踊れば雨が降る

水にかかわる伝説はいたるところ

にある。秋田県二ツ井町の奥に田代

という部落がある。まえは仁鮒から

森林鉄道で30分ほどかかった。秋

田杉の学術参考林があるところで，

ここよりさらに山奥に田代潟という

小さな沼がある。沼のまわりには秋

田杉が昼も暗いほどに茂って，どこ

までも青い水は，まこと大蛇でもす

んでいるように無気味だ。この沼の

ほとりに小さな社があって，田代潟

神社と呼んでいる。

昔，この近くの山本村に長者がい

て，2人の美しい女中がいた。その

ころ田代潟の上にそびえる白津山の

正法院という寺に修業にきていた若

い修験僧に，姉のほうの女中が恋を

したがかなわず，女はこの世をはか

なんで沼へ身を投げて竜になったと

いう。社はその後に建てた。雨乞い

に轆験があるというので，干ばつの

ときは女が参撤して祈願する様は，

異様で目をそむけるほどだった。今

では村は減反や過疎で参る人もほと

んどない。

奈良県をまわると「大和豊年国飢

繊」という言葉をきく。これは大和

の天候が順調の年には，他の地方は

不順で，その反対に他の国が豊作の

ときは，大和はたいへんな干ばつだ

というのである。

大和，河内は日本でもいちばん雨

が少ないところで，古くからたびた

ZX@艤づくりで,木を伐りつくした
I
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小 野春夫

水騒ぎ聞耆 (児童文学者）

ため森はなくなった。そのため少し

日照りが続くと，すぐ水がかれて，

新大和川などまつ白にかわいた川原

となる。そんなとき奈良平野の空に

雨雲が立ちこめると，百姓は鍬をか

ついで川へかけつけ，上から流れて

くる水を，一滴でも用水路へ取り入

れようと血眼になった。水が少ない

この地方には古くから，井戸掘り，

築堤の技術をもったものが多くで

た。干ばつをのがれるために，池や

畑に井戸を掘った。中でも水田に掘

る井戸は，井戸の中途に丸太を並べ

て，その上に土をおき，田として耕

作するが，干ばつとなると掘り起こ

して水をくむ方法もやられた。この

ようにしても干ばつをさけることが

できず，いたるところで水争いは繰

り返された。

「水喧I雌はほどほどにあったほう

がよい」と物騒なことを大堰川筋の

八木の古老はいった。大堰川が保津

川に名をかえるあたりに寅天堰があ

る。この堰をめぐって，江戸時代三

百年の間，水の争いは絶えたことが

なかった。長い日照りで大堰川の流

れが帯のように細くなると，筏流し

も，村の百姓もおだやかでなくな

る。筏は平安京造営のときから流し
みと

ているので堰を築いた時にも「水戸
ぐち

口」という水路をつくって筏の通行

を妨げないことになっていた。百姓

はその水をごまかす。また，下流と

上流でも一滴の水にも目の色をかえ

ている。そんなとき，一方のだれか

が野良帰りのついでに水をためとる

蛇篭を鍬でグイッとひっかけて水を

落とす。「またやりあがった」とく

やしがり，蛇篭をまた積む。これが

繰り返されるとただごとではすまな

くなって，ついにケンコが飛交い，

巡査が押収刀で飛んでくるやら，村

長がひっぱりだされるやらで大騒ぎ

となる。こうなる一歩前に「村の者

に仕事をつくってやらんことには，

えらいことになるで……･と，百姓を

動員して，川にたまった水を取入口

へひっぱる仕事をさせる，水をさわ

らせとったら，気分もやわらごう」

と，古老はいって笑った。それでも

だめなときは「いちゃもんづけ（水

喧嘩)」にいくよう百姓をおだてる

こともあるという。これも「仕事」

のひとつらしい。

水の問題では，こんなのんきな話

ばかりではない。特に権力が介入し

たときは非情である。それは昔も今

も同じだ。岩手県の和賀川上流の後

藤野の近代史は水とのかかわりあい

であった。南部藩十万石は，寛文元

年に八戸藩に2万石削られた。その

ばん回に新田開発を計画し，水が豊

富だった後藤野に目をつけ，用水路

の開削を決めた。工事の成功のため

人柱をたてることにし，貧しい百姓

をだまし，娘を牛とともに堤の穴深

く埋めた。それから娘と牛の怨霊が

人々をなやませ，ついに工事奉行川

田勘祐の家族親類すべてを死絶させ

たという。次々に堰が完成し水が流

れだすと，水上では水がなくなり，

水争いはごく最近まで続いた。

水は天から降ったもので万人共利

がたてまえである。それを米国は，

雨を“武器”に使っている。雨雲が

キューバ上空に着く前に，海上で降

らせて砂糖キビ畑に干ばつを起こ

し，キューバの経済を窮地に追い込

んだり，インドシナ戦争のときに

は，雨期を引き延ばし豪雨を降らせ

て，洪水を起こし田畑を流し，食糧

不足に陥れた。限りある貴重な水

だ，その優れた技術を，なぜ平和の

ために利用し，干ばつ解消に役立て

ないのだろう。
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現在，東京都北区西ケ原の，農林水産省農業技術研究所の敷地になって

いる場所は，わが国の林学教育と林業試験研究の発祥の地であります。明

治10年（1877年）12月，内務大臣大久保利通の設置伺と，太政大臣三条

実美の裁可という手続きを踏んで，翌11年ここに山林局樹木試験場が設

けられましたが，ついで15年同じ場所に農商務省立東京山林学校が開設

されて，樹木試験を併せ行ないました。これがその後いろいろの経過をた

どって現在の東大林学科と林業試験場に発展していくのでありますが，今

回はこのような成行きの発生源となった東京山林学校開設への歩みを，そ

れにかかわった人物の動きとともにたどってみましょう。

松野刑にドイツで林学修業を勧めた長州出身の青木周蔵は，8年に松

野が帰朝する時はドイツ公使になっていましたが，行政の各分野について

数多くの提言を行なった人です。その青木が松野帰朝に際して木戸孝允に

一書を送り，「松野を主幹として泰西文明の学術を基礎とする森林学校を

設置し，及び林業の経営を測始せしめんこと」を建議しました。当時の所

管関係からすれば当然，参議兼内務卿の大久保にあてるべきものです。木

戸は西郷隆醗が鹿児島へ去った後，自らも参議を下りて10年の病没まで，

非実践的な体制内批判者になっていましたから，彼にこれをあてたのは筋

違いかつ見当違いのようですが，青木にとっては同藩の大ボスですから，

当時の慣習からして当然のようにそうしたのでしょう。大久保はそのころ

木戸をもて余し気味でしたが，西郷に去られたあと，何としてでも木戸を

政府部内につなぎとめることに心を砕き，理想論に走りがちな彼の話を辛

抱強く聞いていたといいますから，この青木の建議も大久保に伝わっただ

ろうと私は想像します。大久保が帰朝した松野を直ちに地理寮に採用した

のは，第2話のベルリンの記憶と，木戸を通じての青木の意見との双方に

よるものとみられます。

当の松野ははりきって林政の仕事にとりかかり，官林調査の方式や直営

事業を企画し，自ら現地指導に当たりましたが間もなく失望してしまいま

した。いくら松野1人がはりきってみても，現場に手足がなくては何も意

のごとく進まないことがわかってきたからです。そのうえ，彼の山案内が

たたって杉浦局長がなくなり（第四話)，そのあとを10年に継いだ桜井は

役人としての松野をさっぱり買ってくれませんでした。桜井は後年,「……

山口人松野燗なるものあり，ドイツ国にて山林学を修し来りしといふ
しじゅん

も，諸事を諮調するに荘漠として信頼するに足らず……」と語っています

し，当時の局務勉励者として部下の名前を挙げた中に松野を入れていませ

ん。また，東京農林学校時代の教授仲間で「豈それ然らんやそれ然り」と

いう松野の口癖が評判だったといいますからスピーディーに議論して仕事

をこなす役人タイプの人ではなかったようで，彼自身もそのことに気がつ

いてきたことでしょう。

このような状況下で彼の心に湧然とわき上がってきたのは，青木の言葉

の前段にあった「松野を主幹として森林学校を起こせ」を実現し，林学教
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育に身を投ずることが自分の使命だという自覚でありました。そう思い始注1：次号をも併せて,松野

めると矢も楯もたまらず,誰彼となく要路の人をつかまえては山林学校設裂辮鯉輔震
立の急務を説き始めたのでありますが，なかなか理解してくれる人はあり品川が少輔として内務省へ来

ませんでした｡そのころの状況について彼は｢上司には儒者があり,僚友製熟耀醤篭ずれ
には会計吏があると言った形で，山林の話をすれば樹木の学は植木屋な注2：木戸孝允への青木建議

わざ は『青木周蔵自伝』(東洋文庫）
り，土地の事は農夫の業なりと卑下せられ……」と語っています。

による。

儒者というのは当時内務大書記官から少輔（次官補）になった林友幸注3：桜井の松野評は明治林

を指し,名にし負う灘一家の伝統的な洋学排斥思考を皮肉って言ったも繍撫総巽噸
のでしょう。そして僚友の会計吏というのは桜井勉のことを指しているは歯に衣を蒲せていない｡こ

と思われます｡帰朝'際の上司であ｡た杉榊別として,松野は桜井の下風漉撫鍍鴛審鯨
に立つのはいやで，“予算とりがうまいだけの俗吏が，洋行帰りの自分をき番きであるが,直属上司で

さしおいて局長にのし上がった"という気持をもっていたに雛ありませ懸壁:灘言撫
ん。これは前述の桜井の松野評と併せてみれば，表面化しなかった両者のっているものがあり，「僚友

の会計吏｣というのは，輔一
感備の疎隔が読みとれます。

杯の表現であろう。なお，明

さてそんなところへ，松野にとっては折よく，桜井にとっては運悪く，治29年の大日本山林会報

内務省へ入って来たのが品川弥二郎でありました｡大久保は彼を“所の鱸:鰯辮撫
大箇:記官として,萩の乱や西南戦争の鎮定工作に使っていたのですが,西南験場の企画を桜井がほめて肩

戦争終結('0年9月)以後はそのような向きの仕事も一段落し霞した｡品耀雛鑿鶏鶏
川は長年ドイツで農政を勉強したので，さあこれから腰をすえて仕事をや院の森林法審査特別委員長と

ろうという心境になったのは当然です。そのような時期に，松野が同郷人して中村弥六とともに活躍し
ていた時期であるから，裏の

として品川にとりついてl｣|林学校設立のことを力説したところ，学校は無躯悩などを書くような環境で

理だが樹木試験場ならできそうだという剛を得ました｡おそらく品川が搬縦鱒驚“
"戦乱も落着したことだし，樹木試験のことなら大久保卿に話してみよう”の時,林学留学生の志賀泰山

というくらいのことを言ったのでしょう。これまた一つの横道陳情でありによって林業熱を吹き込まれ
るが,10年当時，樹木試験や

ます斌松野としては初志を通すためには構っておれないし，当時として林学数育のことに熱意をもつ

は同藩の筋は本筋の一つでした。その結果桜井は多分サンドイッチ的な立ていたとは考えられないし’
その形跡もない。したがって

場で，所管局長として一肌脱がざるを得ないことになり，既定予算の中で同滞の松野の陳憶に肩入れす

やりくりして,冒頭の設立手続き処理の段取りとなったとみられます。聴唱緬制撫麓
松野は馬車を走らせ東京市北郊を探し,豊島郡滝野川村西ケ原の民有農織鰹溌たと…
地3町余を1,465円で買取り，そこを樹木試験場とすることになり，翌11注5：当初の樹木試験場設置

磯が既定予算内でやりくりさ
年春には苗木を植付けました。この時未熟の麦を引抜いたところ，儒者のれたことは,大政大臣への伺

林少輔が｢何故に麦の実るを俟たずに植林せるや｣と山林局を非難しても蕊叩職織怠いて億
めた一幕もあり書した｡ともあれ,山林学校開設を悲願とした松野の企図議鱸)濟鰯灘謡
は，ここにどうやら第一歩を印すに至ったのであります。（続く）巻などによる。

注7：明治林業逸史の冒頭に戦っている桜井談は，彼自身が画策し，大久保や伊藤を動かし
て実行した事蹟を力強く語っているが，別項にごく短く扱われている桜井の『樹木試験場の

由来』には，その設立のための彼の意欲や苦心らしいものが何も窺えない。また，12年3
●G ●●｡●●●

月の時点で彼の筆になる『地理局長引継劃には｢仮に樹木試験場を東京に置きて｣(傍点筆者）

と醤かれている。これらのことと，松野が品川に頼みこんだことなどから，桜井が行きがか

林政総合調査研究所理事長り上処理したものと推定される。なお，『地理局長引継聲』は，同じく桜井が，’3年に山林

手束平三郎薙惹測欝鷲鰯錐脇貫溌縦澤嚇篭曝欝護氏が蕊
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"しばしの憩いをとる水鳥”彼らの姿はまだ自然が残っていることの証

でもある．"…（撒影岡政武氏）

ことわ 生態学
5「駕籠で行く人担ぐ入

そのまたわらじを作る人」

信州大学理学部教授

只木良砲

世の中は持ちつもたれつ立つみなり

人てう文字を見るにつけても

という道歌があります。人という字が左右

から支えられて立っているように，世の中は

人一人では生きていけない，たがいに助けあ

って社会を作っているのだ，といった意味で

しょう。

人間社会に限らず，持ちつ持たれつは生物

社会の原則です。ある生物一種だけではその

生存も不可能なのです。生物は，植物,動物，

微生物と大きく分けられますが，この3者が

たがいに関係しあって生物社会が作られてい

ます。光合成，つまり太陽エネルギーを使っ

て，各種の無機物から有機物を合成するのが

植物の役目であり，これを動物が餌にし，こ

こに食う食われるの食物連鎖があり，植物や

動物の遺体が微生物によって分解され，その

結果生じた無機物がまた再び光合成に使用さ

れるという物質循環が前回のテーマでした。

植物という生産者，動物という消費者，微

生物という分解者を通じた物質循環の系のな

かに，どんな生物も組み込まれています。そ

して，食物連鎖で象徴されるように，どの生

物もかならず他の生物の恩恵を受け，そして

また他の生物に恩恵を与えています。一見独

立した，あるいは無益な存在にみえる生物で

も，他の生物とかならずつながりを持ってい

ます。「タデ食う虫も好きずき」なのであっ

て，その生物だけの生活はありえません。

箱根山蕊篭で越す人担ぐ入

そのまたわらじを作る人

これは人それぞれに貧富貴賎の差があるこ

とをいったものでしょうが，生物界の姿は持

ちつ持たれつ，だれもが生物界のどこかを受

け持つことも教えるのではないでしょうか。

持ちつ持たれつの物質循環系も，それを包

み込み，それが存在する場所として，また物

質の供給源あるいは運搬経路としての非生物

的な環境がなければ成り立ちません。空気や

水や土，その状態とその｢'.に含まれている物

質，そして太陽エネルギー，こうした非生物

的環境は生物と密接な関係を持っていて，環

境は生物の存在と活動を支配するだけでな

く，生物の存在はまた環境を変え，新しい環



境を作り出していく力を持っています。

こうしてみれば，生物と環境とは切り離し

て考えられないのは当然です。そこで，生物

と環境をひっくるめて，一つのまとまりとし

て認めようという考えが生まれました。それ

が生態系というものです。「あるまとまった

地域に生活する生物のすべてと，その生育空

間を満たす無機的自然(非生物的環境)が形成

する一つの系」これが生態系という言葉の定

義であり，この中に現代生態学の自然に対す

る基本的見方がうかがわれます。個々の生物

を対象にするとしても，その生物に関係する

あらゆる生物とそれらを取りまく環境のすべ

てのなかのその生物という考え方なのです。

生態系を，生物と環境を一括した一つの系

だと考えますと，自然にはいろいろな生態系

が認められることになります。原生林，雑木

林，裏の竹や患，草つばら，畑や田んぼ，大

海，池,･沼…･･道ばたの水たまり，竹の切株

の中……，そこに生物の生活があれば，それ

ぞれ一つの生態系といってよいかもしれませ

ん。しかし，その生態系が安定したものであ

り，永続的なものであるかどうか，じつはこ

れが重要なことなのです。生物の生存と繁栄

を考えるとき，それがほんの数日でつまれて

しまう生態系であっては話になりません。

生態系が永続的なものであるためには，い

くつかの条件があります。まず第一には，太

陽エネルギーが十分に供給されることです。

物質循環系が正常に伽くためには，まず植物

の光合成が行なわれて，物質循環の各段階で

消費されていくエネルギーが確保されねばな

りません。生態系維持のためには，つねに太

陽エネルギーが供給されていなければならな

いのです。

第二は生物相が豊かで，たがいにあい補っ

ていることです｡生物相が豊かであることは，

ある一つの生物に支障が生じても，他の生物

でその代わりが務められ，全体としての物質

循環系が壊れないということを意味します。

混交林が純林より諸害に対して強いといわれ

るのはそのあらわれで，たとえば，アカマツ

の純林ならザイセンチュウ害で全滅するかも

しれませんが，クヌギやコナラなどと混交し

ていれば，アカマツは枯死しても，クヌギや

コナラがその生態系の生産者の役割は維持し

てくれるというわけです。持ちつ持たれつの

ネットワークは複雑なほど安全なのです。

第三は豊かな生物相のそれぞれの生物量が

適正でバランスがとれていること。特定の生

物の戯が過大になると，その生物の要求する

謎分や餌が大量に必要となり，これが生態系

の壊滅につながることは，害虫大発生といっ

た例でよくわかるでしょう。

第四は生物と環境の間にもバランスがとれ

ていることです。そこの環境条件にあった生

態系がもっとも安定し，永続性があるのは当

然で，環境の変化は時として物理的に，また

物質の流れを変えて，その生態系を破壊する

ことになります。

以上を要約すれば，生態系の安定と永続の

条件とは，物質循環系がいかに満足に動いて

いるかに帰すのではないでしょうか。森林が

陸上における典型的な生態系だといわれるの

も，そのなかでの正常な物質循環あってこそ

なのです。森林の取扱いを老えるうえで，こ

の点はつねに心にとめておくべきでしょう。

さて，生態系の仕組みは自然界だけのもの

なのでしょうか。じつはその仕組みは我々人

間社会にも重大な忠告をしてくれているので

す。生産・流通・消費は都会で極度に発達し

ています。ところが，これらにくらべて発達

しなかったのが分解の段階でした。そして忘

れてはならないのは，分解はすなわち次の生

産の資源を生むことです。埋立て，燃焼など

の廃棄物処理は，有限な生産資源を循環系に

のせていないことを意味します。分解段階が

生産,消費と同等に併行して発達しなければ，

都会というジステムは崩壊していくよりほか

はない，これが自然の生態系のルールが教え

てくれるところです。

人間という単一の生物の都合だけを考えて

自分たちの住み場所を作り，過剰に繁殖し，

自分たちも住みにくくなるほどに環境を変

え，そしてエネルギー不足，これらの人間活

動を前にのべた生態系永続の4つの条件と照

らし合わせてみて下さい。人間社会生態系が

崩壊するための条件は揃いました。

35

イギリスのタンス

レーは,1935年にエ

コシステム(ecosys

tem)という言蕊を

使って，生物と非生

物的環境を一つの系

としてとらえる考え

を打ち出した。その

意味するところをわ

が国に紹介し，エコ

システムに生態系と

いう訳語を与えたの

が今西錦司である。

1949年のことであ

った。

||’
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|､クサによる木材の研磨（第2

報）－研磨面の品質

東農工大農野口昌巳ほか

木材工業No.388

1979年7月p.m～13

トクサによる木材研磨の詳細を知

るために，まずトクサ中のケイ素化

合物の分布状態を走査電子顕微鏡に

よって確認し，ついでトクサによる

木材仕上げ面の品質をサンドペーパ

ーなどで仕上げた面と対比させて検

討したものである。

トクサは小田原に自生しているも

のを用い，木材の研磨面の品衝を検

討するために，手がんな仕上げのヒ

ノキの柾目面をトクサおよび市販の

サンドペーパー3種を用いて手仕上

げ加工した。

ケイ素は横断面全体に分布してい

るが，特に表側の突起部に多く，こ

のことはトクサの中のケイ衆化合物

が木材の研磨にとって，きわめて効

果的であると考えられる。木材仕上

げ面は触針式表面粗さ計による中心

線平均粗さによって評｛illiすると，サ

ンドペーパーの場合と大差ないが，

光沢ではトクサが著しく良好であっ

た。

トラクタ集材路の林床植生と造

林木の生長について

林試・北海道支場豊岡洪ほか

日本林学会誌61－6

1979年6月P.223～227

北海道の森林において，クマイザ

サが優先する林地で，トラクタが伐

採木を集めるために走行した通路

（作業道，林道を含まず）を対象

に，その跡地の林床植生の推移と，

植栽されたアカエゾマツの初期生長

に与える影響について調査したもの

である。

集伐時にトラクタを用いた林地で

は，その走行路となった林床は瀧

木，低木類を主とする植生に移行す

る傾向が強く，対照区が再びササ群

落に推移するのと比較すると，明ら

かに質的変化が認められる。

また，集材路に植栽されたアカエ

ゾマツの初期生長は，明らかに遅退

している。これは，踏圧と撹乱によ

る土壌毛管水の不連続，未熟な有機

物の混入による一時的な窒素の欠

乏，土域マルチとして効果の大きい

地被物の消失，などによると考えら

れる。

ここまできたマツタケの林地

栽培

編集部室屋正美

林業新知識No.308

1979年7月p.18～13

広島県林試におけるマツタケ菌感

染苗によるシロの移植方法について

紹介している。

既存のマツタケのシロをアカマツ

の幼苗に感染させた感染苗，あるい

はマツタケの胞子・菌糸を感染させ

た感染苗を育成し，これを適地条件

に合ったアカマツに移植し，シロを

形成させてマツタケを発生させよう

とするものである。以下，無菌根苗

の養苗，シロの選定，植栽，マツダ

ケ菌感染の確認と掘取り，定植など

一連の作業を説明している。3～4

年でシロが形成されると，待望のマ

ツタケ発生ということになる。研究

段階では，まだマツタケの発生は見

られないが，感染率は100％近い成

果をあげている。

緑化木山地生産技術の開発

仙台営林署木村孝五郎ほか

冑森林友No.360

1979年3月p.28～31

環境緑化樹木生産事業において，

必要労働の大半は掘取作業がしめて

いる。そこで，掘取作業の機械化を

試みて，以前から苗畑で側瀧掘りや

泄水施設の配管埋設の時使用してき

た満掘撰（ポートレンチャー）にヒ

ントを得て，改良作成した自動掘取

磯の紹介である。

日の本トレンチャーの中古品を購

入し，トレンチャーのアームバーを

120cmに切断チェーンをそれに合

わせ詰めセット，安全確保のためエ

ンジン部とトレンチャー部の中間に

飛散物防止円型鉄板を新たにつけ

た。また，掘取土拡散プロペラおよ

び鎮圧ローラーは掘取作業には不必

要なので除去した。こうしてできた

のが自動掘取機である。

海面貯木場におけるフナクイ

ムシの食害と防除(1)

京大・木研角田邦夫ほか

木材工業No.388

1979年7月p,14～16

海面貯木中の輸入原木丸太は，フ



ナクイムシやキクイムシなどの海虫

類に穿孔食害される危険があるが，

特に，フナクイムシは短期間に甚大

な被害を起こす。これに関する文献

は少なく，貯木場管理者も半ばフナ

クイムシの食害防除をあきらめてい

るのが現状である。錐者は，貯水面

に実際に適用可能な防除法を提唱で

きる時機に至ったとして，その第1

報である。

以下，フナクイムシの種を決定す

る因子，日本産フナクイムシの種

獺，フナクイムシの分布について述

べている。フナクイムシは日本沿岸

に広く分布し,その種類は6属17種

にわたっており，水温の高い南部に

分布している種類が多く,四園,九州

での被害が大きく，木材への食害の

過半は,"''e"072α〃α"sとLyﾉ”"s

力e伽“"”"sの2種だと籍えられる。

周年ほだ化は可能か

広島県・林試枯木熊人

ひろしまの林業No.340

1979年7月p.6～7

シイタケ原木の伐採は，木の休眠

期を適期として行なわれてきたが，

降雪期間が長く，労力不足などによ

り生産者が希望する時期に必要な量

を入手することができない場合が多

い。原木入手を容易にするために，

ほだ木の周辺造成試験を実施したも

ので，その結果と実用上の注意点な

どが述べられている。

原木伐採時の原木含水率，シイタ

ケ菌まんえん率，害菌被害率’シイ

タケ発生量，さらに原木保存の意味

から，毎月伐採した株からの萠芽や

生育状況等について調査された。春

から夏にかけてのほだ木造成は，害

菌の侵入をうけやすく，シイタケの

発生量は少ないが，注意して管理す

れば，周年ほだ化は可能であるとし

ている。特に，通風のよい曝境を選

び，伏込み方法もできるだけ通風を

よくし，天地返しの回数を多くし，

周囲の草刈励行などが必要であると

している。

臭化メチールによる苗木育成

効果

清水営林署新谷恭三

高知林友No.610

1979年6月p.47～51

得苗率の向上を期して，苗畑の有

害線虫ならびに根切虫を駆除するた

め，臭化メチール煙蒸剤を使用し土

壌消藤を行なった結果の報告であ

る。

以下，苗畑の概要，試験方法，調

査結果について述べているが，苗の

上長成長，個体重量および得苗率は

ともによく，作業後の土域成分にお

いて変化が少なく，従来の方法より

良い結果が得られたとしている。

梅雨期の伏せ込み場

林専技下瀬庄司

林業山口No.185

1979年5月p.10～11

シイタケ栽培における将来の商収

税は，先熟ほだ木を作ることによっ

て約束されるが，そのためには，植

繭当年のほだ木の養成が大・切であ

り，ここでは，当年ほだの,侮雨jﾘ1乗

り切りの基本が解説されている。

以下，伏込み管理，裸地伏込み，

林内伏込み，について述べられてい

る。

低成長下の労務班員の存立基

盤とその性格

信大農野口俊邦

森林組合No.108

1979年6月p.3～11

森林組合と労務斑との関係には，
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複雑かつ困難な問題が職たわってお

り，これらが労務班の位置づけの明

確化のみならず，班員の安定的定在

条件の確立を妨げる主要因をなして

いるとして，まず，ここでは，労務

班員の存立基雛となっている林業賃

労働，腱林業経営ならびに世帯員の

他部'1ﾘ就労などがそれぞれどのよう

な位置を占め，また近年それらがど

のように変化してきているか，を検

討することによって労務班員の位腫

づけを|ﾘ1らかにしようとしている。

木材から飼料用酵母を作る試み

国立・林試古谷剛

山林No.1142

1979年7月p.13～20

木材の飼料化のための研究は，人

間の食糧確保のために役に立ち，木

材の有効利用の一環としての残廃材

処理を解決するための研究であると

ともに，太陽エネルギーの有効利用

にも関係の深い課題であるとして，

その背景や現状が述べられている。

林業薬剤の現状とその取り扱い

林業薬剤協谷井俊男

林経協月報No.213

1979年6月p.18|～24

林業薬剤への批判と反論，使用禁

止になった薬剤についての考察，薬

剤の取り扱いと安全度，開発中の薬

剤などについて論じている。

茨城県における松くい虫被害

一その現状と今後の対策

茨城県農林水産部林業課

林材安全NO.365

1979年7月P.12～14

茨城県の松くい虫被害と対策の経

緯を述べ，予断孜布と伐倒駆除の組

み合わせが重要であるとしている。
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農林鶉
主要木材の短期需給見通し(7～9月)な

らびに木材価格対策を発表一林野庁一

趾は引き続き低水準で推移するも

のと見通される。

(2)南洋材

7～9月，10～12月期の輸入髄

は，ともに前年同期を下回るもの

と見通されるが，一方，港頭出荷

髄は価格の高騰に伴いそれ以上に

減少するものと見通される。この

ため本年上半期にかなり減少して

いた港頭在庫量は，妥当な水準に

まで回復するものと見通される。

(3)北洋材

7～9月期の輸入量は，引き続

き前年同期を下回るが,10～12月

期には前年同期並み程度となると

見通される。

しかし，港頭出荷量は，かなり

の水準で推移するため,7～9月，

10～12月期の港頭在庫量はかな

り低水準で推移すると見通され

林野庁は6月28日,4半期ごとに

発表している「主要木材の短期需給

見通し」を発表。また，最近におけ

る木材価格の過熱状況対策について

も同時に発表したが，その概要は次

のとおりである。

◎木材需給見通し

1．国産材

7～9月期の製材用工場入荷通

は前年同期をやや上回るが，10～12

月期の製材工場入荷量および7～12

月期の合板用工場入荷量は，ほぼ前

年並みの水準で推移するものと見通

される。

輸入材

(1)米材

米材の丸太は，7～9月期は引

き続き高水準の輸入が見通される

一方，南洋材の高騰，北洋材の輸

入減等もあり港頭出荷量も引き続

き前年同期を上回ることが見通さ

れることから，輸入量と港頭出荷

戯はおおむね見合うものとなり，

港頭在庫逓も引き続き妥当な水準

を維持することが見込まれる。

製材品については，輸入量およ

び港頭出荷量とも前年同期をかな

り上回る水準で推移し，港頭在庫

2

■

’

生活における自然との接触の機会が

減少する一方，余暇時間の増大とあ

いまって，人々の心に自然との触れ

合いに対する欲求が強まってきてい

る。

自然の豊かな森林地域は，レクリ

表・1自然公園の面積等

エーションの場としてますます重要

性を高めており，昭和51年におけ

る自然公園の利用者数は8億1,300

万人となっている。いま優れた自然

の風景地を保謹するとともに，その

利用の増進を図ることを目的として

臓箭磯繊鑑掴灘難瀧噂薬’

森林のレクリエーシ
，

ヨン的利用と国有林
近年，都市化の進展に伴い，日常

うち

国韓謬載
29054

1，179
358

517

潔將簿|篭鱗霧’
7851

2637

5867

3242

’’ ’

‐
うち森林而秋
(zFha)

4,030

1,771
859

1，400

利用者数
（千人）

813,490

320,608

2729665
220,217

総面積
(EFha)

5,148

2,021
1,128

1，999
’ ’

数
公剛
公園
県立公園逝

総
阿
刷
都

立
腹
府

斑境庁および林野庁資料

総而脳52年6月1日，森林面積51年3月末1,Im'有林野面職53年4月1日，利用者数51年12月末

表･2国有林野のレクリエーション施設の推移

盗料
注

49年

172箇所
176

547

95

59

26棟
5560=Fha)

50

191箇所
183

570

95

62

27棟
69（84）

51

188箇所
189

599

101

70

27棟
76（91） ｊ３

所
岨

箇
棟
く

２
６
７
０
５
５
８
６

５
旧
加
鎚
、
７
２
８

自然観察教育林
野外スポーツ林
風段林
スキ一場
野営場
避難小屋
自然休縫林

資料：林野庁「国有林野事業統計謝
注：各年とも4月1日現在



る。

◎木材価格対策

最近の木材市況は，製品の需給状

況より原木市況に大きく左右されて

いるが，一部の木材については需給

上の不安がないにもかかわらず過熱

状況にあることから，策定した木材

需給見通しで，需給はおおむね均衡

するとみられるので，関係業界に対

し買いあさりをしないよう指導する

とともに，日本木材備蓄機椎が保管

している備蓄合板の内，コンクリー

ト型枠用合板25万枚,普通合板(厚

さ2.5m/m)50万枚を7月上旬に放

出と，国有林材の販売について，7

～9月期の販売計画量を立木につい

ては当初計画の50%増,素材につい

ては当初計画の10％増程度を早期

に繰り上げて販売することとしてい

る。

設置されている国立公圃,国定公園，

県立公園の自然公園面職は5,148千

11a(52年6月1日現在）にのぼる

が，そのうち森林面積4,030千haで

78％を占め自然公園の重要な要素

となっていることがわかる。また，

森林面溌のうち国有林面積は2,054

千haで58%をざめ,特に国立公園

はその約70％が国有林であり，国

有林野が自然景観の保全・形成のた

めに果たしている役割が大きい。さ

らに，国有林野においては,山岳,

高原，渓谷等景観の優れた地域や野

外スポーツに適した地域をレクリエ

ーションの森として選定し，広く国

民の利用に供している。このうち，

自然休養林は91カ所110万haにの

ぼりその利用状況についてみると，

49年度には1,778万人であったも

のが，53年度には3,351万人と約2

倍となりその利用者数は年々増加し

ている。

｡』
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呂＝

＝：

三自由世界の経済はあまりにもの国有化を断行しました｡とこ薑
三

三中束地域の石油資源に依存しすろがメジャーから石油不買等の三

言ぎており,各国はこの地域の政錨ｲｺ,ﾄをくい,たちまち生章
＝ ＝

臺治動向とOPECの意向に振り産は下火になってしまったので三
＝
＝ 三

薑まわされっぱなしの有様です。す。この万油国有化は，メキシ三
＝ 三

言こんな状況から脱けlllすため．の経済発展をおくらせはした三
＝

＝ 三

三に，どの国も中東石iIIへの依存が，長い目でみれば得策でし三
＝ 呂＝

曼睦少しでも職らしてｴ…メ態繍産蝋燕雲三一自立の道を模索しています。

臺職撫辮キ繍撫?罐
三油です。この国の潜在埋蔵鰍は水に侵されることなく温存でき三

雲’:鰍;6,熟覗シ*瀬撫鞭峰‘量
二目

量をしのぐものです。しかも生産れて探査をした結果,束南部の三

三される原油は,中東産の鰻上質ｺﾒｷｼｺ湾岸を中心に至るとこ冒

識騨石識議涯
亨の:景鰯欝懸油差悪脇窒灌
言法や定義のいかんで大幅に変わ ジアラビアは78年に1日・約三
三 二

冒ります｡そこでー ﾘﾝグで原720万バー ﾚﾙ)。皇
皇汕の存在が確認されている「碓メキシコは今のところOPE=
弓二

三

三認埋蔵鯉でみると，メキシコcに加入する気はなく，石油輸冒
三 三

三原油は約401億バーレル(79年出はいっさいメジャー抜きで行冒
＝

三

三公表)。なう意志を表明しています。こ三
＝

弓＝ 三

書これをｻｳジｱﾗビｱの同じの未来の大産油国に対して米国冒
冒数字1,100億バーレルと比べて・ECそしてソ連も，経済援助臺
三

＝
＝

三も，メキシコが将来世界有数の・協力などいろいろ色目を使っ臺
贈 三

侭産油国になるであろうことはまて石油争奪戦を始めています。三
‘器

三

皇ず間違いありません。メキシコはアジア系人種が多三
三 三

言メキシコの石油は,20世紀く心情的に白人国より日本に親三
目＝
目＝

三

三初頭からメジャー（国際石油資和感をもっており，これまでの三
三 三

三1本）に目をつけられその利椛のあまりに強い米国への経済依存三
:＝ 三

三もとで採掘されていました。を脱すべく努めています。日水三
三

二＝
＝

言1920年代にはアメリカに次ぐとの経済協力のよきパートナー臺
呈 三

言産油国だったのです。そしてとして期待できそうな国です。三
三

二＝
＝

三 1938年にメキシコは石油産業三
三
＝ 三三

現代用語ノート言
＝
＝

＝
＝

＝
＝ 三
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わが国緑化工の伽始者であり，強

力なプロモーターである東京農業大

学倉田益二郎博士が,40余年にわた

る研究業績を，自然保謎および環境

保全の視点で『緑化工技術』という

一書にまとめ，技術者向けの具体的

な手引きとして世に送り出した。

著者のユニークな発想と豊富な経

験は，目新しい表現によってきわめ

て多彩な内容として盛りこまれてい

る。まず，1章：総論において，緑

化工の論理的展開と社会的必要性を

説き，2章から10章にわたって，順

次著者独自の自然認識と技術的可能

性について述べている。すなわち，

2章：植物群落成立の前提，3章：

甚雛の整備，4章：表層土の保全，

5章：生育基溌の改善，6章：生育

地の適否判定，7章：植物の選定，

8章：播種・植栽・誘導，9章：天

然林の成立と更新，10章：施工地

別の要点，というように，各章ごと

に長年の研究と関連分野の業績を，

傭倣的にとらえ，現段階の結論的解

釈を試みている。

通覧するところ，治山・砂防事業

に深くかかわる植生問題と，新しい

土地利用とくに道路開設に伴う諸問

題や,資源開発の荒廃予防策などを，

緑化工の名において，技術的に統一

し，把握しようというたくましい意

欲が感じられる。

植物のもつ生命現象を，工学的に

再現しようとする試みは，すでに食

綴生産においてとりいれられている

ところであり，植物群の存立をもっ

て，育地とその周辺を改変しようと

する造園的営みはよく知られている
●●●｡■●●●

ものであるが，場所を問わず，時期

を問わずに植生復元を約束する技術

の確立は夢物語のひとつであった。

これまでの植生復元には，いろい

ろと困難な条件が縦たわっており，

認i砺語罰1

倉田益二郎著

緑
化
工
技
術

葉，茎，若枝などに毛のある草木は多

い。毛の生え方,形態,色などは様々で，

種類を見分けるのに役立つ。写真はクズ

の茎の表面で，にょきにょきと伸びた太

い毛と，表皮近くの細く短い小毛とが映

っている。太い毛は長さ2～3mmの褐

色の粗毛で，長く伸びた1個の細胞と表

皮との結合部にある短い細胞との2細胞

からできた簡単な職造のものである。毛

毛

の形態には星状，うろこ状，樹枝状など

もっと複雑な椛造のものがあり，いずれ

も走査電顕観察の好対象となるであろ

う。ただし，毛の観察は非常にむずかし

い。篭子線照射により帯電し，異常コン
トラスI､を生じて良い写真がとれない。
上掲の写典もタンニン酸一四酸化オスミ
ウムの前処理を施してようやく棚影した
ものである。

クズは野山のいたるところで目に触れ
るなじみ深い植物である。しかし，林業
家にとっては，砂防植栽されることもあ
るが，造休木にまきついて生長を阻害す

る憎いつる植物の一つ。労力不足でつる

切りもままならぬ昨今のこと，造林木に
与えている被害は想像以上に大きいので
はないだろうか。一方，クズの立場とし

ては，かつては葛粉として食用に，鱒根
湯として薬用に，さらに古くは葛布とし

て人間様の役に立ったのだから，使われ
なくなったからといって全くの害草視さ
れてはたまらないであろう。

（京大農佐伯浩氏提供）
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人里を遠く離れた場所での技術検討・

は遅々としていたが，環境破壊に目

を兇はるようになったいわゆるI簡皮

経済社会にあって，人間の生存班境

を快適に維持しうるであろうとする

この緑化工には，開発行為者の寄せ

る期待は大きいものがある。このよ

うに，保全の論理が生産サイドに組

み入れられるためには，当然客観性

のある工法メニューが必要であった

のであるが，これまで，植生をめぐ

る論議は，鮒に人の出入りの少ない

神秘な世界でなされていたために，

世人を説得するほどの力を持ちえず

観念論に終わったきらいがある。そ

の点で水害が緑化工の全貌を見せて

いることは，歴史的に意義深いもの

がある。

巻末近くに，著者の信条とする

「菌害回避更新説」が載せられてい

る。最近，天然更新への関心が高ま

りつつあるから，本書に接した人

は，あらためて研究意欲をそそられ

ることであろう。

とにかく，世をあげての緑化ブー

ムである。先達の努力によって，こ

こに誕生した技術総集編に多くを学

び，一段と飛躍したいものである。

（北海道大学典学部東三郎）

鋼ﾋｴ技術制"ペ愈実践的,記述

産一一…
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W言壹壽刑

玉もくにまつわる話

玉もくといえばケヤキの玉もくが

最も有名である。玉もくが形成され

ているかどうかを立木で判定する目

安は"もくばな"による。樅皮而がく

ぼんでいて，そのくぼみに樹皮の鱗

片が花弁のように付着してあたかも

花のように見えるのでこう呼ばれて

いる。

“もくばな"も各所にあり，王もく

が形成されていることHW述いなしと

見立てて，1本千数百万円も出して

ケヤキを立木買いし，念には念を入

れて墨付けし，木挽きに板取りさせ

たところ，目回りに次々でくわし

て，せっかくの立派な玉もくの板も

ばらばらになってどうにも手がつけ

られなくなってしまった。また，や

につぼがでる木にみられる樹皮間の

くぼみをてっきり“もくばな"と思い

込んでしまったために，木取りして

でてくるものはやにつばばかりであ

った。こんな失敗を繰り返しながら

も，玉もくを求めて，各地のケヤキ

を追いかけている人たちがいる。玉

もくが形成されていると思われるケ

ヤキに出くわすと典瀦のあまり眠れ

なくなることもしばしばのようだ。

どんなもくが出てくるのか，どんな

木取りをすればよいかなど瀞え始め

たらきりがないという。何しろ1木

の丸太から，2尺5寸lIlm，5寸厚さ

のスライサ一用フリッチが1~r採材

できれば，高{lliな原木でも元がとれ

るという。

また，－．･方では玉もくのようなも

のは遺伝性が強くはたらき形成され

るのではないかと考えて，玉もくの

親木から苗木の増殖をやろうとする

人もいる。スギの天然シボについて

は，すでにかなり進んでいるよう

で，実際，苗木が取引きされている

と聞く。もし，幼齢時から玉もくを

形成するとすれば，5～60年もす

れば立派に伐採できると考える。し

かし，玉もくを探し求めている人の

話では，韮もくが形成されているケ

ヤキは樹齢数百年で，なかでも何千

本に1本くらいといい，また，水は

けのよい上地，岩場などにへばりつ

いて，苦労して大きくなったもの

で，生育蝿境にかなり支配されてい

るようだという。

いずれにしても，銘木というもの

が存恋するのは世界広しといえども

日本だけではないだろうか。日本人

が古くからつちかってきた木目，木

はだに対する感受性は世の中が合理

的になればなるほどその反作用とし

てみがかれてゆくようである。この

感受性を後の世まで伝えるために

は，現在ある銘木類を大事にすると

ともに，たとえ20世代後の子孫の

代になっても韮もくは形成されない

かもしれないが，苗木を増殖して，

_|§もくを夢みる人々が増えることを

願ってやまない。(T.N.42)

この欄は掘染委員が担当しています

，可
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この研究の総括は，著者によれば

次のとおりである。

育林事業の「粗放経営」または

「経営放棄」の結果，土地の利用を

可能なかぎり高度に追求するという

点でマイナスとなっている。国有林

経営は労働生産性だけでなく土地生

産性の側面からも，民有林と対比す

る必要がある。地域内の民有林と国

有林では育林投下労働量の著しい格

差が現存することなどを典型とする

育林事業の「省力化」は，再検討さ

れるべきであろう。

口林業機械としてのGroundEHect

machineの耐旨性村山ほか

口繰り返し輪荷重による林道路体枇

造への影響小林・高橋

口山火事跡地の植生上野・薄井

口葉分析による植生の研究

谷田部・薄井

ロクロマツ種子の発芽能力の狸得

山本・舛田

1§::ニニに紹介する賓料は市販されない

ものです。発行所へ頒布方を依頼する

か，頒布先でご覧下さるようお願いい
たします。
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究田島正啓

ヒノキ鞘英樹の交配試験を行な

い，自殖による遺伝的弊害と子供群

の諸形質に及ぼす親木の影響を調

べ，さらに採種園での自然自殖率を

推定している。主な成果は次のとお

りである。

自殖弱勢の程度が大きく現われた

形質は，砿寸患重，発芽率，上胚軸長

および残存率であった。親木の違い

によって，次代の形質は著しく異な

り，さらに雌雄別では雌親のほうが

遺伝率が大きかった。

発芽後ほぼ1年間にわたり，パー

オキシダーゼ・アイソザイム・バン

ドの消長を調べた結果，発芽後9月

下旬までの生長期ではバンドの変化

が認められるがj10月以降の生長休

止期では，多少活性の変化はあるが

安定したバンドを生ずる。これを用

いて採種園の平均自殖率を推定する

と9.80～16.28％であった。

ロスギ巣植林の生長汰木達郎

口飛砂制御に関する基礎的研究

中島勇喜

口木部放射組織の中に認められる細

胞間げきの形態について

見尾貞治・松本筋

口針葉樹の正常材における軸方向の

細胞間げきの形態と構造について

見尾・松本

宇都宮大学農学部演習林報告

第15号昭和54年3月

□1970年代国有林育林経営におけ

る林業生産力の持続的発展の歪曲

化一一熊本営林局における育林事

業の実態分析笠原義人

林木の成長促進試験

全国林業改良普及協会

昭和54年5月

経済性を度外視して,現在のあら

ゆる育林技術を駆使すれば，造林地

の成長魁の限界値はどれくらいにな

るのか，わが国の代表的造林樹種で

あるスギとヒノキでこれを究明する

ために，東京都下の国有林に設定し

た成長限界試験林の10年間の成果

報告である。

この試験林は，厳密な意味での科

学的試験設計に基づくものでなく，

技術普及面での展示的意味をももっ

ている。現在までのスギ試験地の施

業の要約はつぎのとおりである。

○枝条全面散布地ごしらえ○ヘクタ

ール当たり3,000本，正方形植え○

等高線沿いの幅80cm×奥行60cm

×深さ40cmの耕伝○苗長66cm,根

元径12mm,地上部重量1419,根

部539,TR率2.7の2回床替3年

生苗木を使用○1人1日51本功程

のていねい植え○10年間に1本

当たりN321g,P205156g,K20

147gの施肥○毎年6月と8月の2

回，植栽当年から3年間の下刈り○

スギハダニとコウモリガに対する防

除○毎年雪起こし，等々。

さて，樹高，材積などの10年間

の成長はどうであったか，またこれ

からどんな施業をすればよいのか

は，もとの本書をみるとよい。

九州大学農学部演習林報告

第51号昭和54年3月

北海道大学農学部演習林研究

報告第36巻第1号

昭和54年3月

ロトドマツ人工林の物質現存量に関

する基礎的研究春木雅寛

トドマツ造林木における地上部各

器官の量相互間に存在する規則性を

明らかにし，各胸高直径階（0.5～

30cm)ごとに樹体地上部各器官の

物質現存量を求めた。枝打ちの強度

を表わす指標は全体葉量からの葉量

除去率がよいとして，トドマツ･造林

木の大きさと葉量の垂直的分布およ

び枝階数との関係を調べ，枝打ちの

程度と葉量除去率の関係を明らかに

した。

口航空写真による森林の健全性の識

別に関する研究菱沼勇之助

口航空写真による樹種の識別に関す

る研究高橋教夫ロヒノキの自殖に関する遺伝学的研
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会員の広場

自然環境保全と新しい治山，林道

事業の考え方

はじめに

経済成長が進むにつれて，広域開

発が積極的に行なわれるようにな

り，都市の分散が推進されている現

状から，景気の回復とともに後進地

方の小都市にも各種工場がポツポツ

進出して来ている。このために都市

周辺や，近郊の森林が次第に開発さ

れつつあるため,、自然環境保全と，

その対策が強く要望されるようにな

ってきた。どれに応える対策とし

て，最も早い道は，林野庁予算の拡

充を図り治山事業を積極的に実施す

ることによって，森林の保全を図る

ことであると考えるものである。

さて自然保護態章制定国民会議世

界環境デーですでに決定された，自

然保護憲章第3項によれば「開発は

総合的な配慮のもとで慎重に進めら

れなければならない」いかなる理由

によっても，自然環境の保全に優先

するものではないと決議されている

ことは我々林業人が山を守る立場か

ら十分検討を要する問題ではないだ

ろうか。このことからも，これから

の森林の保持と林野関係公共事業

（特に治山，林道事業）の進め方は

洲和のとれた「新しいやり方」に改

和泉健

めるとともに，「水資源林」の造成

を図って，これらの要望に応える必

要があると思う。そのためには森林

法の一部改正を行なって，治山，林

道の定義を新しい時代にマッチする

よう意義付けするとともに，森林の

維持管理と造成を稜極的に実施でき

るような抜本的な改正と，これに伴

う林野予算の拡充強化を図ることが

当面いちばん肝要なことであると考

える。

治山事業の変遷と森林保全

藩制時代にとった森林の保全は，

木材の供給を主眼にした諸制度が臘

かれていたが,明治26年の大水害を

契機として，保安林制度を組み入れ

た森林法が制定された。ついで明治

43年の大洪水被害に遭遇して,森林

法の大改正が行なわれて，第一期森

林治水事業が開始され積極的な治

山,治水政策が始められたのである。

昭和の初期に第二期森林治水事業

が実施に移されて以来,昭和27年度

には，治山，治水麩水対策要綱に難

づく長期計画が樹立され一賞した治

山，治水の抜本策が考えられるよう

になった。昭和34年に伊勢湾台風

があり，莫大な被害が発生したた

43

め，翌昭和35年度に「治山，治水

緊急臨時措置法」が制定され，治山

事業の飛躍的な拡充が行なわれて，

森林保全の強化が図られて来たので

ある。以上のように治山事業は災害

の発生を契機として発展してきたと

いっても過言でない。

新しい治山，林道事業の考え方

治山事業は災害がなければ発展が

ないものだろうか？治山の仕事は

地味なれば地味なほど平常にこそ，

その拡充強化を図らなければならな

い性質のものであると私は考えてい

る。災害によって発展して来た治山

事業は，従来ともすれば被害の後仕

末的復旧績山に重点をおいた施策が

取られてきたことに，大きなおくれ

があったのではないだろうか？

昭和25年ごろ林野庁首脳部が予

算拡充のため「治山は政治なり」と

して世論を喚起した時代もあって，

林野庁予算の拡充強化を図ったこと

は賢明な手段であったと思う。

昨年は日照り続きで，災害をもた

らすような台風の日本列島上陸はな

かったがこの機に治山に対する進歩

的な発想の転換を訴えたいのであ

る。元来治山事業とは野渓に土木的

工事を施して，その浸食を防止し，

石礫の流出を止めて洪水の害を軽減

し，さらに進んで野渓流域にある，

荒廃化した山地に樹木を植栽して森

林を仕立て，その力によって山地崩

壊を予防することを目的として行な

われる森林土木事業である。ゆえに

復旧治山事業は「緊急治山事業」と

「災害復旧事業」で処理し，他はす

べて「予防治山」に改めるべきであ

る，と考える。予防治山は発足当時

から現在も「荒廃のきざしのある荒

廃危険地の保全」を対象として実施

して来ているが，これをさらに一歩
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右側には国有林道があり林道開設と併
れている（宮城県黒川郡大和町種沢地

調和のとれた治山事業右側に億

行して治山事業が実施されている
内）

調和のとれた林道事業法面緑化工法や排水路を積極的に取り入れ
自然斑境の保全を十分考腫した難越林遊（県営林道)，（宮城県黒川
郡大和町吉田字枡沢地内）

進めて道路開設（あらゆる道路の開

設を指す）に伴って起こりうる土砂

流出の防除と，森林の荒廃を防止す

るための災害防止治山はすべて「予

防治山」の対象となるよう改正を行

なって予防治山事業の拡充強化を図

る必要がある。また一方，現在公共

事業として林野予算の双壁を荷って

いる林道事業と治山事業の調整の問

題があると思う。

林道那業は発想の塾本は「|淵発」

であり，林産物搬出施設として幾多

の変遷をたどって発展してきたので

ある。治山事業は荒廃林野の保全と

いう災害防止を基本とした発想のも

とで，災害発生の都度発展して来た

ことは前述のとおりである。しかし

1然環境保全の問題がやかましくな

ってきて，すでに新しく環境庁が活

動している現在においては，治山と

林道は調和のとれた発展を図ること

こそ，現代社会の要望に応える林業

関係者の努めではないだろうか。

捌和のとれた治山，林道の発展と

は何か？森林を取り扱う惣法とし

て森林法がある。この法律の定める

ところによっ･て，森林の取扱いにつ

いては，全国森林計画と地方の地域

森林計画があり，森林の施業方法や

治山，林道の長期計画が立てられて

いるけれども，これらの計画はあま

り生かされていない場合が多いので

ある。実際の治山，林道事業の予算

執行をみると，森林計画とかけ離れ

ている場合が多い。そこで私は次の

事を提唱したい。

第一，林道事業に先行した予防治

山の実施

自然環境保全の見地から林道開設

に先行してまず「予防治山事業」を

実施するか，少なくとも林道開設と

併行して予防治山を施工することに

よって林道開設に伴う森林の荒廃と

土砂の流出を未然に防止することが

林道開設と予防治山の調和された

隣林行政のあり方」であると考え

る。予防治山の職種的な実施こそ現

代社会の要請に合った「治山のあり

方」であると信じて疑わない。

第二，治山事業と洲和した林道事

業の実施

林道事業の実施にあたっては予防

治山で施工した治山施設が自然環境

保全上，不十分である部分に対し

て，災害防止_上必要なきめ細かい緑

化工作物を積極的に郷入して残土の

処理を完全に行なうことが極めて重

要なことであると思う。しかし現在

のように僅道予算に比して七分の一

の伸びしかない林道予算の規棋では

理想的な設計，施工がおぼつかない

のが現状である。この際整備された

森林（手入れの十分行き届いた森

林）が水資源かん養機能も高いとい

う見地から従来の間伐林道は新しく

「撫育林道」と名称をかえて林道計

画においては別枠として定義を定め

林業経営_上必要な間伐，除伐に必要

な道路，植林，下刈払いに必要な作

業道，病虫害防除のための林内道路

等はすべて「撫育林道」という考え

から従来の林道網計画の再検討を行

なって林内整備保全道路網を一般林

道予算とはぜんぜん別枠の取扱いを

して林道予算の飛躍的な発展を期待

して止まない次第である。

鯛三，水資源林造成事業の提唱

最近の水不足に対処するため，多

目的ダムの上流地帯を「水資源林造

成地帯」に指定して荒廃移行の崩壊

危険地には予防治山施設を群状，帯

状に施工すること力筑必要である。

また渓流沿いの山腹面や荒廃移行

地には，ケヤキ，クリ，クヌギ等の

深根性で土壌崩壊の抑止力があり，

かつまた保水機能の高い樹木を植栽

するほか保水施設としての拡水工事



山村のまつり

山形県の月山のふもとの櫛引II1J黒

川の王祇祭は，毎年2月1日の明け

方から翌211の日没にかけて繰りひ

ろげられる腱民の祭りで，この日嫌

われる黒川能は，古い宮座，能座の

組織とともに400年以上の歴史を生

きて今に残る農民の能である。

芸能史研究者である本、安次氏

は，黒川能と王祇祭を延年と深いか

かわりあいがあるといわれている。

延年は平安のころから鎌倉，室町時

代に寺院の法会や催しの時に，お客

を接待する宴に歌や舞を取り入れた

のがはじまりである。黒川は山伏の

修験道として占くから開けた羽黒

山，月山，湯殿山に近く，そのため

ここの延年の行事と切

い関係がある。

王慨祭は占代の祭と

み）の方式を守り，農

に方二間の能舞台を作

クがゆれるなかで，5

が!《大地踏み”の郷を

大地の悪霊を踏みしず

る農耕呪術の名残のし

それから翁につづいて

物とつづき夜を徹して

る。その能舞台の前は

もないありさまで，照

光化するにしたがって

所からきた見物の人に

の降りしきる屋外に立

顔をのぞかせるという

倒のありさまが年々め

村の腱民の祭の意義が

っても切れな

物忌（ものい

裳の座敷中央

り，大口ウソ

,611諭の子供

まう。それは

め，豊作を祈

ぐさである。

脇能物，修羅

郷い続けられ
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”-いの余地くようである。これも農業政漿の転

III能が年々観換のためで鰻民は出かせぎをしいら川能

，村

抑さ

って

よう
」蟹
／－つ

なく

P 山 の生 活

（遊水，保水工法のこと）および山

腹工事（以kを総称して水資源林造

成事業という）を職極的に実施して

森林による保水機能を一段と商める

必要がある。

第四，森林法の一部改正

林野関係公共事業の予錬拡充を期

するため森林法の一部改正を行ない

「治山」と「林道」の性格と意義を

明確にし，法律に基づく予郷の災付

けを明らかにすることである。

治山が林道に先行または併行して

施工される調和のとれた林道開設と

治山事業の実施が行なわれていない

ため，治山担当者は林道の後仕末は

できないといい，林道担当者は治山

的緑化工法を十分採択するには予算

的余裕がないというような言辞を耳

にするが，こうした狭い消極的な考

え方ではせっかく地域社会の発展の

ために実施した林道開設も自然破壊

者の扱いをされたり，反面災害防止

のための治山事業も，地域住民や一

般社会人から余り感謝されない結果

ともなりかねないのである。

むすび

自然保謹が云々されてきた昨今の

社会情勢下における森林の保全は林

道ﾘlj設と治山事業がそれぞれの事業

の発展のみを考えて実施していて

は，予算の拡充も発展も期待できな

いのではないかと思う。

撫育管理の行き届いた森林が水源

かん漣機能も商く，林地保全上から

も自然環境の破壊を防止する効果が

極めて顕著であることを深く認識し

て森林の整備を急ぐ必要がある。

前述したとおりこのへんで森林法

の見直しを行ない林野公共事業の大

宗である治山嚇業と林道事業は水資

源の確保のうえからも，調和のとれ

た実施方針を硴立してこそ，一般社

会人からも歓迎され，喜ばれる事業

となり，予算拡充の見通しも明るく

なるのではないだろうか。

（林業技術士）

投稿募集要領

■技術体験の紹介,実験・調査等の結果の発表｡要点をできるだけ簡単に書いて下さい。
[400字詰原稿用紙12枚程度（図・表写真を含む))
■日常，業務にたずさわっての林業全般(林難政策・技術振興等)に関する意見・要望，
本会巡営に関すること，会誌についての意見等。(400字誌原稿用紙8枚程度〕
口上記についての投稿は会員に限ります。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。
口原稿は誌面の都合で短くする場合もあります。原稿の採否，掲載の時期はできるだけ
早く本人にご連絡いたします。
口原穂には，住所・氏名（必ずふりがなをつける）・職名（または勤務先）および溌話番
号を明記して下さい。

口掲戦の分には，薄謝を1M塁いたします。
ロ送り先〔〒102〕東京都千代田区六番町7日本林業技術協会編集室
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第26回林業技術賞ならびに

第13回林業技術奨励賞についての予告
本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振興に究，調査の報告または著作
功績があるものに対し，毎年林業技術賞ならびに林3．林業技術に関する現地実施の業績
業技術奨励賞を贈呈し表彰しておりますが，各支部『林業技術奨励賞」はつぎの各号の一に該当する
におかれましては本年度の受徴候補者のご推せんをもので現地実施における技術，もしくは調査研究ま
明年3月末日までにお願いいたします。たは著作の内容が，とくに優秀であって，引き続き
なお，『林業技術賞』は次の各号の一に該当し，研さんすることによって，その成果が大きく期待さ
その技術が多分に実地に応用され，また広く普及される業縦を表彰の対象としております。

れ，あるいは多大の成果をおさめて林業技術向上に1．林木育種ならびに育苗に関する最近3カ年以

貢献したと認められる業綴を表彰の対象としており内の業績

ます。2．森林施業ならびに空中写真測量に関する最近
1．林業器具・機械設備等の発明考案またはその3カ年以内の業績

著しい改良本賞は，その結果を毎年5月に開催される総会の
2．最近3カ年以内における林業技術に関する研席上発表し，表彰を行ないます。

第26回林業技術コンテストについての予告
本会は，わが国林業の第一線で実行または指導に（1）担当区主任，事業所主任またはこれに準ず
従事して活躍している林業技術者が，それぞれの職る現場関係職員

域において，林業技術の業務推進のため努力し，そ（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道府
の結果，得た研究の成果や貴重な体験等について具県有林機関の現場主任またはこれに準ずる現
体的にその事例や成果を発表するために，『林業技場関係職員

術コンテスト』を開催しております。そして審査の（3）森林組合その他団体，会社等の事業現場で
結果，林業技術向上のために効果があり，成縦が優働く林業技術員
秀と認められた方を毎年総会の席上表彰しておりま本年度は，昭和55年3月末日までに各支部より，
す。ご推せん方お願いいたします。
参加資格者は次の各号の一に該当する会員です。〔コンテストは55年5月下旬の予定〕

｛
§

'協会のう雪~言1■

◎支部連合大会

日本林業技術協会東北・奥羽支部

連合会総会を次のとおり開催され，

本部より役員1名出席の予定。

日時8月24日（金）

午前9:30～11:00

場所仙台市勾当台会館

◎現地指導ならびに講師派遣

林野庁の依頼により，生活環境現

地検討会に理事調査部長梶山正之を

派遣した。（期間7月24～26日）

◎海外研修員の受入れ

交流協会の依頼により，台湾省林

務局造林課長魏建発，林縦昌，余

春栄の3氏の研修視察を本会で行な

った。（期間：7月20～30日，内容

：造林伐採，育林作業，林業の機械

化，林相改良）

◎海外派遣

「日本の林業をよくする会」主催

のヨーロッパ林業視察団に堀常務理

事が参加の予定。（期間：8月25日

～9月12日，視察先：オーストリ

ア，スイス，西ドイツ）

◎別館の新築工事について

本会の隣接地（昭53.3.27入手）

千代田区六番町7－36に，本年5月

開催の通常総会の決議により，次に

より別館を新築することにした。

地鎮祭：54年7月23日

椛造：鉄筋コンクリート造（3．

階建）

規模；建築面裁235,700m2

延面積705,864mZ

完成予定：昭和55年1月31日

工諏費：約11千万円

用途：1階機械室

2，3階袋事務室

◎入会案内

林業技術の進展をはかり，林業従

事者の経済的，社会的地位の向上に

資するためにより多くの方々が入会

されることを願っております。会員

の皆様，本会を林業技術者の唯一の

団体としてより充実したものにする

ため，未入会の方々の入会をお勧め

下さい。

＜昭和54年度本会会費＞

一般正会員年額2,500円

学生会員〃1,800円

特別会員（甲種）一時金

60,000円以上

特別会員（乙種）年額6,000円

外国会員〃3,000円

昭和54年8月10日発行

林業技術
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●林材界に良書をおとどけする●

日本林業成熟化の道労務管理論《改訂最新版》
地域林業の主体をどう形成するか 片岡秀夫著2,000円〒200
北川泉編著2,300円〒200 振動障害対策や国有林の常勤性など、ここ数年の変化
「1本林業の現実を具体的に解き、日本朴錐が発展して を踏まえた待望の全面改訂版。
ゆくための新たな災践的論理を導き出した話題の好著。

森林組合の展開と地域林業林業労働問題を考える
船越昭輪編著2,000円〒共林業労働研究会編950円〒120
現実の森林組合活動を通じて組合論に迫る意欲的著作。林業労伽力対策についての林政群施莱部会報告の背景

今後の組合活動の方向を見定めるための必読替。と意味を解説し、林業労|肋の現状と問題点を詳述。

山の神さま林業経済論一木材価格と流通－
丸田和夫箸950円〒200片岡秀夫著1,800円〒160
山を愛し山とともに生きるものが受け継ぎ、育ててゆ 林業界・林産業界の職大の関心蕊である｢木材ilili幡諭」

かねばならない原点を示した．ユニークなエッセイ集。ともいうべき待望の書である。

林業マンのための林野庁監修 《限定出版》

補助。融資・税制全科 転換期の南洋材問題
200"#"XWig･¥12,000一54年度解設版付-2,300円〒20012,o00円〒200

体系的な解説（図解）とともに、設問ごとに、融盗、南洋材開発事業主力実務者による、転換期における南
補助、税制に関する答えが引き出せる。9月1日刊 津材の実態解明と将来展望。

図解日本の森林。林業続語りつぐ戦後林政史
1601*IM"a､""a"1,400同編集委員会編1,200円〒1601,400円〒160

図と解説とで日本の森林・林業の現況と問題点、今後戦後林政の重要課題10項目について、その背景､意図、
の方向をとらえることができる。 成立までの苦心談、今日的視点からの評価を語る。

図説造林技術 林道規程。解説と運用
造林技術研究会1,500円〒160日本林道協会1,500円〒共
造林技術全般に亘る写真と図によって、目でみる他に 林道規程の逆用について逐条解説した唯一の必携書。

類をみない造林技術解説書。 好評に応え再版なる／

森林の景観施業 林道災害復旧の手引
片岡秀夫著1,000円〒120林野庁林道課監修2,200円〒共
現場施業の立場から、調査から計画、作業方法まで． 災害の発生から復旧の完了までの手順をわかりやすく

景観施業のすべてを述べた増補改訂版。 系統的に解説した手引醤。

立木幹材積表 独和・和独林業語彙
東日本編900円〒160大金・中里他綱2,500円〒200

西日本編1,200円〒160 すべての研究者が待望していた、戦後初の画期的な独

和・和独語梁。
林野庁計画課編

日本林業調査会
〒162束京都新宿区市谷本村町28振棒東京6-98120壷（03)269-3911番
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強靭性・寸法安定性・平面性・保存性・耐久
性のすぐれたポリエステルフイルムベースの
ケミカルマット加工をした製図用合成紙

強度・感度・透明度・寸法安冠住・製図適性

仕上り、すぺてに優れた製品

●蒸気機関車にも似て、ダイナミックな扱いにも、水
ぬれにも、びくともしない美しい仕上げ。仕事の合理
化スピードアップに御利用下さい。

●本社東京都新宿区新宿2－7-ITELO3(354)0361〒160
－大阪TELO6(772)1412・名古屋TELO52(822)5121

札幌TELOII(631)4421・福岡TELO92(271)0797･埼玉TELO488(24)1255
広島TELO822(61)2902･仙台TELO222(66)0151沖繩TELO988(68)5612
アメリカきもと（ロスアンゼルス)･スイスきもと(チューリッヒ〉．

、株式会社きもと

。頁

基礎と応用

林業の統計学
近藤正巳編著

A5判/P334/¥5,000/〒200

宇都宮大学の近藤止巳教授が，林学界における統計学の大家であることは周

知のことて､あるが，この本は，林野庁にいる先生の教えイ.途が「爽務にすぐ゙

役立つ統計の参考鰈を」ということから，何かとお忙しい先/liをII説L､て執

筆願ったものである。

実際に仕事をやっている連'l'がお願いした故か，難解で取りつきにくいのが

定評の参考書としては，難礎編から応剛編に蕊るまで平易で例題が麗富であ

り，わかりやすいという意味で異色である。

林業関係の実務担当稽はもちろんのこと，試験研究機関の方々，学生諦識に

も好個の参考書としておすすめしたい。

（｢すいせんの言葉」より／林野庁長官・藍原義邦）

悲礎卜蹴M

林業の統計学
早呼掴負γ"E貢白け白田
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地球社
〒107東京都港区赤坂4-3-5振替東京2-195298番恋03-585-0087(代）

破れない合成紙
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破れない第二原図用感光紙
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●焼研麓から什号_I:までこれ一つ
でOK,ノ

●特殊製法で、刃がつきやすく
13純りが少なく、はがｵLたり

片.〃だけ{ijfぎ減りが少ない･

（貼り合せ砥ｲiではない）

●特に、厚〃物（技ｲl･鉈・技打
斧・嫌等）に適している。

サイズ⑳150mm×40mm×23mm
侭205mm×5()m、×25mm

曲一U

剛

,1」

’保安用
口
頭

一一一

雨合羽

_上衣の喪及

びズボンの

上部が強く

て丈夫なメ

ッシュとな

っており油

気が良くむ

れない。

I

1

フィッシングブーツ底

はス′守イク付ノンスリッ

プ底で編み上げとなって

おり軽くて保温も充分で
す。

ノンスリップ地下足袋

庇はスノぐイク付のノンス

リゾプ底で上部は布製で

足にぴったりフィットし

ます。10sﾉ､ゼ．7s'､セ．
4s′､ゼとありまず画

防水安全地下足袋鵬は

ス′くイク付のノンス'ノ･ソ

ブ底で全而．'ムコーチン

グしてあり防水が充全。

その上保濃も充分です。
(7s′、ゼ）

器具その他全般

高知県土佐山田町間l63

土佐山田08875-3-418i(fe

機械、
〒782

電話‘

林業用土佐高級打刃物、

西山商会合 商㈲ 山西

鎌 二丁差 枝打斧

鋸 柄鎌 際醗.

山火薑防セット

一一

林野火災の多くは、消火活動に不便な山地に

発生する為、携帯に便利な防火用具が必要で

す。弊社の山火警防セットは消防用機材の装

備の一環としての必要性から考案され特に危

険な場所での行動を重視し、安全に作業が出

来るように作りました主な特長は熊手で落

葉等をすばやくかき退ける事により、火道を

断ち延焼をくい止める事が出来ます，又つな

ぎ柄は、鎌、熊手及び鍬の柄を自由に調整し、

諸条件に合わせて使用出来、持ち運びに大変

便利です

詳細は

カタログ参照
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中村三省訳,

現代西ドイツの林業政策論

猟業先進国であると同時に工業国

で人□の多い西ドイツの林業政策

は、わが国の林業、林政を考察す

るうえで参考になることが多い。

害者は、元ゲッチンゲン大学教授

訳者は、国立林試経堂研究室長。
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